
企 画 総 務 委 員 会  
 

令和８年１月２３日 

 

１ 報告事項 

【地域振興部】 

（１）特別区区民葬儀の助成制度について               【資料】 

（２）町会アンケートの結果概要等について              【資料】 

（３）町会等自治団体等に対する補助金について            【資料】 

（４）物価高騰対策区民の暮らし支援事業（第二弾）について      【資料】 

（５）秋葉原地区において実証実験を行うスタートアップ企業の支援に  【資料】

ついて 

（６）日比谷図書文化館整備の検討について              【資料】 

 

【政策経営部】 

（１）情報リテラシーに関する取組みについて             【資料】 

（２）補助金制度の運用について                   【資料】 

（３）千代田区留保財産の保有・活用に関する基本方針（素案）に対する 【資料】

パブリックコメントの結果概要について 

（４）旧永田町小学校関係資料の取扱いに対する意見照会の結果概要に  【資料】

ついて 

 

【会計室】 

（１）重要備品の下限額の引上げについて               【資料】 

 

２ その他 



特別区区民葬儀の助成制度について 
 

区民の葬儀費用の負担軽減のため、全東京葬祭業協同組合連合会に加盟する区民葬儀取扱

業者が行う特別区区民葬儀制度について、都内で火葬場を運営する事業者が区民葬儀の取り

扱いを取り止めることとなった。 

火葬場は区民生活にとって不可欠であり、公共的な施設であること等を踏まえ、区民葬儀

を利用する方の経済的負担を軽減する観点から、火葬券の部分について２３区共通の助成制

度を実施する。 

 

１ 助成額および条件 

（１）助成限度額 

大人＝２７，０００円  小人＝１５，０００円 

（２）対象・条件 

①対象 

「逝去者」または「火葬を執り行った方」が特別区内に住民登録を有していること 

②条件 

・区民葬儀券で祭壇券または霊柩車券のいずれかを利用。 

・区民葬儀の取り扱いを取り止めたことにより、これまで利用できていた火葬券が利

用できなくなる民間火葬場で、最も低廉な火葬料金の利用による火葬。 

２ 制度の開始時期 

令和 ８ 年 ４ 月 １ 日 

３ 今後のスケジュール 

令和８年１月～３月  要綱の制定 

制度周知（広報千代田、千代田区ホームページ・ＳＮＳ等） 

４月１日  制度開始 

４ 参考 

千代田区の死亡者数と区民葬儀利用者等 

・死亡者数 

R6：489人  R5：446人  R4：466人  R3：450人  R2：401人 

・区民葬儀券利用者 

７５件（令和６年度） 

※火葬券利用状況 

町屋56件、落合5件、代々幡6件、四ツ木4件、桐ケ谷2件 
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町会アンケートの結果概要等について 

１ 実施目的・対象等 

（１）目 的 ： 町会の運営や活動の現状等を把握し、今後の町会支援策の検討に活かす 

（２）対 象 ： １０７町会の町会長、婦人・女性部長、青年部の方 

（３）内 容 ： 町会の概要、運営・活動、課題、行政との関係等 

（４）期 間 ： 町  会  長 ＝ ６ 月２６日（木）～ ９ 月１０日（水） 

        婦人部・女性部 ＝ ７ 月２９日（火）～ ９ 月 ８ 日（月） 

        青  年  部 ＝ ７ 月２９日（火）～ ９ 月２４日（水） 

２ 回答状況 

 発送数 回答数 回答率 

町  会  長 107 101 94.4％ 

婦人・女性部 107 88 82.2％ 

青  年  部 107 73 68.2％ 

３ 町会アンケートで見える課題など 

（１）組織運営・町会活動 

①執行部について （地域振興部資料２―２ P.1–P.2） 

・町会役員の６割半ばが 60歳代以上であり、「なり手がいない」、「複数の役員ポジシ

ョンの兼任が多い」、「次の担い手を育てることができていない」となっており、若

年層の加入が進まないことによる町会組織の継承が進められない状況 

②組織運営について （地域振興部資料２―２ P.3） 

・役員のなり手（後継者）不足、構成員が増えず・若年層が少ないことから担い手の

固定化につながっている。とりわけ青年部にあっては若年メンバーの不在が困りご

ととする回答が８割を超えた。このほか、町会を取り巻くイメージが伝わらないこ

とや町会活動の実働を担う青年部世代の時間的制約などが課題となっている。 

③デジタル化や情報共有手段について （地域振興部資料２―２ P.4-P.5） 

・デジタル化の対応能力に差があり、特定の人に負担が偏っている。また、ノウハウ

をもった人材がいないことが課題になっている。一方で青年部にあっては回答者の

９７％が「ＬＩＮＥ・ＳＮＳ」での情報共有が図られていることが分かった。 

④イベント実施時の負担感について （地域振興部資料２―２ P.6-P.8） 

・祭礼やイベント、防災訓練、高齢者の見守り、防犯・パトロール等に力を入れてい

るものの、イベント運営スタッフが少ないこと、人数が少ない中で運営の負担が大

きくなっていることが課題であり、町会内の企業や商店等の協力が求められている。 

⑤地域の重要課題と町会の役割・存在意義について （地域振興部資料２―２ P.9-P.10） 

・重要課題として「祭礼文化の継承」、「地域の安全対策や防犯」、「地域の防災」、「住

民同士の交流やコミュニケーションの希薄化」が挙げられ、町会の役割・存在意義

として「地域のつながりの基盤となること」、「祭礼文化を継承していくこと」、「地

域の安全を守ること」や「災害への備え、災害への対応を強化すること」が挙げら

れ、地域コミュニティの基盤（核）としての位置づけや災害時の自助・共助に備え

ることへの意識の高さが伺える。 
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※うち、「婦人部・女性部等またはこれらに準ずる部や

委員会はない」という回答が９件 

※うち、「青年部またはこれに準ずる部や委員会はない」

という回答が８件 



⑥祭礼文化の継承について （地域振興部資料２―２ P.11-P.12） 

・祭礼文化を継承する次の世代・町会内で段取りを知る者・担ぎ手・役割分担や交替

できる人が少ない（いない）ことなどが挙がっている。祭礼文化を継承していくに

あたり、伝統やノウハウの引継ぎ、運営にあたっての人材不足が課題となっている。 

・また、祭礼参加に関する充足感と負担感について、青年部では負担感を持つ人は少

数で、全体的には充足感が優勢だった一方で、婦人・女性部では充足感と負担感が

拮抗しており、青年部は地域活動への意欲につながっているものの、婦人・女性部

は祭礼の下支えとしての負担に注意が必要だと言える。 

（２）町会が求める支援・協力 

①町会加入促進 （地域振興部資料２―２ P.13） 

・「一定規模以上のマンション開発に対し事前に町会加入等について協議をすること」

や「マンションに対して町会活動に対する理解を深めたり協力に努めたりするこ

と」のルール化をはじめ、「区の広報などによる町会参加の機運の醸成」など、ル

ール化や区による情報発信が求められていることが伺える。 

②活動や運営 （地域振興部資料２―２ P.14） 

・「各種事業実施に対する財政的な支援」や「区への事務手続きの簡略化」、「次世代の

担い手の人材育成」、「活動場所確保のための支援」、「地域課題に関して区からの情

報提供や相談などの充実」、「他町会の取組や好事例の紹介」、「町会と他の団体や事

業者との協力・協働のコーディネート」など、財政的支援のほか、情報発信・提供

やコーディネートの強化が求められている。 

４ 今後の取り組み 

（１）伴走支援（町会支援プログラムの実装） 

支援対象町会に対して、個々の町会の特徴・状況に合わせ、下記のメニューの中か

らオーダーメイド型の支援を行う。 

○組織運営（合併等、町会の在り方の見直し支援含む） 

○加入促進（未加入者のニーズ把握、ＰＲ支援含む） 

○ＤＸ化（人材育成、ツール活用支援、スマホ教室） 

○活動・行事（企画、広報、他団体との連携、人材マッチング等含む） 

○町会向けの相談窓口（オンライン／対面） 

（２）祭礼文化の継承に関する支援 

町会の役割・存在意義として「祭礼文化を継承していくこと」という回答が多い。

祭礼文化の円滑な継承を支援するため、歴史や伝統、文化的なものや運営の下支え的

な部分など、祭礼を構成する様々な要素を洗い出し、区としてどの事項に対して支援

ができるか検討を進めていく。 
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１ 会長、婦人・女性部長、青年部長の年代について 

町会長および婦人・女性部長は60歳代と70歳代が８割半ば、青年部は40歳代と50歳代が７割強となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 町会の役員等の職業など 

町会長は会社等に勤めながらまたは自営や現在仕事をなさっていない方に、婦人・女性部長は自営または現在仕事をなさっていない方に、青年部は会

社勤めや自営の方に、主に運営が支えられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問４ 
n=64 

（％） 
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問10 問４ n=100 n=83 

n=99 n=64 n=83 

（％） （％） （％） 

（％） （％） 

問３ 問９ 問３ 
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３ 役員の年齢分布・執行部に関する困りごと 

町会長に町会役員の年齢構成を尋ねたところ、町会役員の60歳代以上が６割半ばとなっており、高齢化が進行していることが伺える。 

また、「執行部に関する困りごと」では『役員のなり手がいない』、『複数の役員兼務が多い』、『次の担い手を育てることができない』ことが多くの町会

で生じており、若年層の加入が進まないことによる町会組織の継承が進められない状況が伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=99（町会長） 

（％） 

n=1347（役員数） 
問13 問16 
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４ 運営上の課題や困りごと 

町会や婦人・女性部、青年部等の運営上の困りごとについて尋ねたところ、役員のなり手（後継者）不足、構成員が増えず・若年層が少ないことから

担い手の固定化につながっていることが大きな課題・困りごとであることが見てとれる。また、町会長においては『町会の必要性、良さなどが知られて

いない』といった町会を取り巻くイメージに関することが、青年部においては『メンバーが忙しく、時間調整や活動時間の確保が難しい』といった町会

活動の実働を担っている世代としての悩み・困りごとが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 役員の高齢化・なり手不足        73.0% 

２ 運営の担い手の固定化          35.0% 

４ 加入しても町会運営に協力する人が少ない 29.0% 

10 町会の必要性、良さなどが知られていない 29.0% 

４ 若年層のメンバーがいない        69.9% 

２ 活動の担い手が固定化している      68.7% 

３ 婦人部・女性部の構成員が増えない    50.6% 

１ 婦人部長・女性部長の後継者がいない   49.4% 

４ 若年層のメンバーがいない        82.1% 

３ 青年部の構成員が増えない        65.7% 

２ 活動の担い手が固定化している      64.2% 

７ メンバーが忙しく、時間調整や活動時間 

の確保が難しい             53.7% 

n=100 n=67 n=83 

（％） 
（％） 

（％） 

問12 問19 問11 
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５ 町会運営のデジタル化についての課題や困りごと（○はいくつでも） 

町会長および青年部の方に「町会運営のデジタル化についての課題や困りごと」について尋ねたところ、いずれも上位３つが『会員間でデジタル化へ

の対応能力に差がある』こと、『ホームページやＳＮＳの運用などが特定の人の負担になっている』こと、『ノウハウを持った人材がおらず、立ち上げ・

開設・運営ができない』ことを挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=91 

（％） 

n=68 

（％） 

６ 会員間でデジタル化への対応能力に差がある56.0% 

５ ホームページやＳＮＳの運用など、デジタル化の 

取組が特定の人の負担になっている    34.1% 

４ ノウハウを持った人材がおらず開設、運営（継続・ 

更新）ができない            29.0% 

６ 会員間でデジタル化への対応能力に差がある52.9% 

５ ホームページやＳＮＳの運用など、デジタル化の 

取組が特定の人の負担になっている    33.8% 

４ ノウハウを持った人材がおらず立ち上げ・開設が 

ができない               27.9% 

問15 問24 
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６ 情報共有手段について（○はいくつでも） 

町会長に「会員へのお知らせや情報共有」を、婦人・女性部長と青年部の方に「メンバーへのお知らせや情報共有」を それぞれどのように行ってい

るか尋ねたところ、婦人・女性部長の８割以上・青年部の方では９７％が、『ＬＩＮＥ、ＳＮＳ』をツール・手段としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=92 n=67 n=81 

（％） （％） 

（％） 

問11 問21 問10 
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７ 町会活動で力を入れているもの（○は３つまで） 

町会活動で力を入れているものを尋ねたところ、町会長、婦人・女性部長、青年部の方のいずれも『祭礼』、『イベント』、次いで『新年会などの懇親

会』が多い。 

また、４番目に多いものとして、町会長は『防災訓練』、婦人・女性部長は『高齢者の見守り活動・敬老活動』、青年部の方は『防犯・パトロールに関

する活動』となっており、それぞれが担っている役割に対する意識が表れていることが見受けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=75 n=60 n=78 

（％） （％） （％） 

問17 問26 問15 
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８ 町会のイベント・活動での課題や困りごと（○はいくつでも） 

町会のイベント・活動での課題や困りごとを尋ねたところ、町会長、婦人・女性部長、青年部の方のいずれも『イベントの運営スタッフが少ない』、

『人数が少ない中で運営しているので負担が大きい』ことが挙げられている。また、３番目に多いものとして、町会長は『イベントのコストが負担にな

っている』ことが、婦人・女性部長は『イベントを実施する場所が不足している』ことが、青年部の方は『道路使用や食品衛生等の申請手続きが大変』

なことが挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=99 n=66 n=81 問21 問27 問19 

（％） （％） （％） 



8 

 

９ 今後、連携を深めたい団体など（○はいくつでも） 

町会長に「今後、特に協力・協働関係を密にしたい団体」、青年部の方に「イベント企画・運営、今後の活動で連携深めたい団体」を尋ねたところ、

『町会内の企業・事業所』と『マンション管理組合・自治会』、『大学、高等学校、専門学校』が多かった。 

Ｐ．５で「力を入れていること」の『祭礼』や『イベント』、『防犯・防災』といった、地域コミュニティの形成や維持、地域の安全安心につながる活

動に必要な連携対象であるとの意識の表れであることが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問28 問22 n=39 n=61 

（％） 
（％） 
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10 特に重要な地域課題（○は３つまで） 

「特に重要な地域課題」について尋ねたところ、いずれも『祭礼文化の継承』が最も高い。また、『地域の安全対策や防犯』、『地域の防災』、『住民同士

の交流やコミュニケーションの希薄化』が共通した重要課題との意識であることが伺える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13 祭礼文化の継承             51.0% 

２ 地域の安全対策や防犯          51.0% 

５ 地域の防災               42.0% 

９ 住民同士の交流やコミュニケーションの 

希薄化                 27.0% 

13 祭礼文化の継承             44.4% 

２ 地域の安全対策や防犯          38.3% 

９ 住民同士の交流やコミュニケーションの 

希薄化                 33.3% 

１ ひとり暮らし高齢者           29.6% 

７ 来街者のポイ捨て対策など地域の美化   29.6% 

11 マンションに関する問題         29.6% 

13 祭礼文化の継承             69.6% 

９ 住民同士の交流やコミュニケーションの 

希薄化                 46.4% 

２ 地域の安全対策や防犯          37.7% 

３ 地域の防災               34.8% 

n=100 n=69 n=81 問23 問30 問20 

（％） （％） （％） 
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11 町会の役割、存在意義として大切なこと（○は３つまで） 

「町会の役割、存在意義として大切なこと」を尋ねたところ、いずれも『地域のつながりの基盤となること』と『祭礼文化を継承していくこと』を挙

げている。３番目に多いものとして、町会長と青年部の方が『会員の親睦を深める』こと、婦人・女性部長が『地域の安全を守る』こと、『暮らしやすい

環境づくりを進める』こととなっている。『地域の安全を守ること』や『災害への備え、災害への対応を強化すること』も比較的高い割合を示し、町会の

果たす役割として、地域コミュニティの基盤（核）としての位置づけや災害時の自助・共助に備えることへの意識の高さが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=101 n=69 n=83 

（％） 

（％） 

（％） 

問24 問31 問21 

１ 地域のつながりの基盤となること     55.4% 

13 祭礼文化を継承していくこと       46.5% 

２ 会員の親睦を深めること         38.6% 

５ 地域の安全を守ること          30.7% 

１ 地域のつながりの基盤となること     68.7% 

11 祭礼文化を継承していくこと       37.3% 

５ 地域の安全を守ること          34.9% 

７ 暮らしやすい環境づくりを進めること   34.9% 

11 祭礼文化を継承していくこと       60.9% 

１ 地域のつながりの基盤となること     58.0% 

２ 会員の親睦を深めること         37.7% 

３ 伝統を守り次世代につなげること     31.9% 
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12 祭礼文化の継承の課題について（○は３つまで） 

「祭礼文化を継承していくにあたり課題となっていること」について尋ねたところ、いずれも『祭礼文化を継承する次の世代が少ない・いない』こと

が最も多く、次に『町会内で段取りを知る者が少ない・いない』が挙げられている。 

また、３番目に多いものとして、町会長は『担ぎ手が少ない・いない』ことが、婦人・女性部長は『買い出しや接待が大変である』ことが、また婦

人・女性部長と青年部の方では『役割の番を交替できる人、役割分担できる人が少ない・いない』ことを共通して挙げている。 

祭礼文化を継承していくにあたり、伝統やノウハウの引継ぎ、運営にあたっての人材不足が共通した課題であることが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=100 n=68 n=81 

（％） 

（％） （％） 

問26 問34 問23 
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13 祭礼参加の充実感・負担感について（○は１つ） 

婦人・女性部長と青年部の方に『祭礼への参加の「負担感」と「喜び・充実感」のバランスについてどのように感じているか』について尋ねたとこ

ろ、婦人・女性部長では『喜び・充実感がある』と『負担感がある』がともに２６．３％、青年部の方では『喜び・充実感がある』が４６．３％、『負担

感がある』は１６．５％となっている。 

青年部の方は充足感がある人が多く地域活動への意欲につながっているものの、婦人・女性部長においては祭礼の下支えとしての負担感があることが

伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=67 n=80 問28 問25 

喜び・ 

充実感を 

かなり強く 

感じている 

喜び・ 

充実感を 

やや強く 

感じている 

喜び・ 

充実感と 

負担感が 

均衡 

負担感を 

やや強く 

感じている 

負担感を 

かなり強く 

感じている 

婦人・女性部長 青年部 

喜び・ 

充実感を 

かなり強く 

感じている 

喜び・ 

充実感を 

やや強く 

感じている 

喜び・ 

充実感と 

負担感が 

均衡 

負担感を 

やや強く 

感じている 

負担感を 

かなり強く 

感じている 

「喜び・充実感」がある 「負担感」がある 

26.3% 26.3% 46.3% 16.5% 

「喜び・充実感」がある 「負担感」がある 
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14 町会加入促進について行政がすべき支援や協力について（○は３つまで） 

「町会加入促進について行政がすべき支援や協力」について尋ねたところ、町会長は『一定規模以上のマンション開発に対し事前に町会加入等につい

て協議をすることのルール化』を、婦人・女性部長は『マンションに対して町会活動に対する理解を深めたり協力に努めたりすることのルール化』を、

青年部の方は、前述の両方が最も多い。２番目に多いものとして、町会長と婦人・女性部長は『区の広報などによる町会参加の機運の醸成』を、青年部

の方は『町会への加入や活動参加を促進するための財政的な支援』であった。 

ルール化や区による情報発信が求められていることが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=93 n=67 n=76 

（％） （％） （％） 

問33 問40 問30 
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15 活動や運営に対して行政がすべき支援や協力について（○は３つまで） 

「町会活動や運営に対して行政がすべき支援や協力」について尋ねたところ、いずれも『各種事業実施に対する財政的な支援』が最も多く挙げられて

いる。２番目に多いものとして、町会長と青年部の方は『区への事務手続きの簡略化』を、婦人・女性部長は『次世代の担い手の人材育成』を挙げてい

る。また、３番目に多いものとして、町会長は『活動場所確保のための支援』、婦人・女性部長は『地域課題に関して区からの情報提供や相談などの充

実』と『他町会の取組や好事例の紹介』を、青年部の方では『町会と他の団体や事業者との協力・協働のコーディネート』を挙げている。 

財政的な支援のほか、情報発信（提供）やコーディネートの強化が求められていることが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=98 n=67 n=80 

（％） （％） （％） 

問32 問39 問29 



 

 

町会活動に関するアンケート（町会長対象） 

＜概要版＞  

 

 

 

（１）アンケートの目的 

本調査は、町会の抱える課題や地域の特性等を把握し、今後の持続可能な運営を支援す

る具体的な施策を検討することを目的とする。 

 

（２）調査の対象  

町会長（107 名） 

 

（３）調査期間 

令和７年６月 26日～令和７年９月 10 日 

 

（４）回収結果 

対象数 有効回収数 有効回収率 

107 101 94.4％ 
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18.9% 35.6% 36.7% 8.9%(n=90)

18.9% 31.1% 50.0%(n=90)

アンケート結果 

１ 地区ごとの回答数について 

  107 町会のうち、101 町会から回答があり、回答率は 94.4％となっている。 

  

  
町会数 回答数 回答率 

麹町出張所地区 21 21 100.0% 

富士見地区 8 8 100.0% 

神保町地区 12 12 100.0% 

神田公園地区 20 18 90.0% 

万世橋地区 21 20 95.2% 

神田駅東地区 9 7 77.8% 

岩本町東神田地区 8 7 87.5% 

秋葉原東部地区 8 8 100.0% 

総計 107 101 94.4% 

 

２ 会員規模・種別について（問２） 

  会員規模は、会員数「100 以上」（50.0％）が最も高く、次いで「50 以上 100 未満」

（31.1％）、「50未満」（18.9％）となっている。 

会員種別は、法人会員の割合「50％以上」（36.7％）が最も高く、次いで「20％以上 50％未

満」（35.6％）となっている。 

 

 会員規模  会員数 ※加入単位（個人・世帯）は問わない 

50 未満 50 以上 100 未満 100 以上 

 

 

 

 

 

 会員種別  法人会員の割合 

20％未満 20％以上 50％未満 50％以上 法人会員なし 
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３ 過去 10 年間の会員の増減について（問５） 

  「少し減った」（40.0％）と「大きく減った」（16.0％）を合わせた『減少傾向』（56.0％）

が５割台半ば超えとなっている。一方で、「大きく増えた」（3.0％）と「少し増えた」

（21.0％）を合わせた『増加傾向』（24.0％）は２割強となっている。 

●過去 10年間の会員の増減についてあてはまるものを選んでください。（○は１つ） 

増加傾向  

変化はない 

減少傾向  

わからない 大きく増えた 

 

少し増えた 少し減った 大きく減った 

 

連合ごとの内訳では、神田駅東地区は「少し減った」（42.9％）と「大きく減った」

（28.6％）を合わせた『減少傾向』（71.5％）が７割を超えている。また、麹町出張所地区、

富士見地区、神保町地区、神田公園地区、万世橋地区、神田駅東地区の６つの地区では、『減

少傾向』が５割以上となっている。 

  

3.0%

21.0% 19.0% 40.0% 16.0%

1.0%

(n=100)

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

28.6%

0.0%

0.0%

23.8%

25.0%

16.7%

16.7%

21.1%

0.0%

28.6%

37.5%

14.3%

0.0%

33.3%

22.2%

21.1%

0.0%

28.6%

25.0%

33.3%

50.0%

33.3%

44.4%

52.6%

42.9%

28.6%

25.0%

23.8%

12.5%

16.7%

16.7%

5.3%

28.6%

14.3%

12.5%

4.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

麹町

(n=21)

富士見

(n=8)

神保町

(n=12)

神田公園

(n=18)

万世橋

(n=19)

神田駅東

(n=7)

岩本東神田

(n=7)

秋葉原東部

(n=8)

連合ごとの内訳
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４ 会長の年代について（問９） 

  「70歳代」（54.5％）が最も高く、次いで「60歳代」（30.3％）、「80歳代」（13.1％）、「50歳

代」（2.0％）と続いている。また、「39歳以下」（0.0％）、「40歳代」（0.0％）、「90歳以上」

（0.0％）の回答はなかった。 

●会長の年代について教えてください。（○は１つ） 

39 歳以下 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳代 90 歳以上 

 

 

 

５ 会長の職業について（問 10） 

  「自営」（47.0％）が最も高く、次いで「無職」（20.0％）、「会社員・団体職員」（17.0％）、

「その他」（16.0％）と続いている。また、「公務員」（0.0％）の回答はなかった。 

●会長の現在の職業を教えてください。（○は１つ） 

会社員・ 

団体職員 

公務員 自営 無職 その他 

 

 

  

0.0%

0.0%
2.0%

30.3% 54.5% 13.1%

0.0%

(n=99)

17.0%

0.0%

47.0% 20.0% 16.0%(n=100)
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６ 役員の年齢構成について（問 13） 

  「70歳代」（26.8％）が最も高く、次いで、「60 歳代」（24.9％）、「50 歳代」（22.9％）と続

いている。 

●役員の年齢についてご記入ください。 

39 歳以下 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳代 90 歳以上 年代不明 

 

 

７ 執行部の困りごとについて（問 16） 

  「なり手がいない」（63.6％）が６割強と最も高く、次いで「複数の役員兼務が多い」

（57.6％）、「次の担い手を育てることができていない」（48.5％）となっている。 

●執行部に関してお困りのことはありますか。（○はいくつでも） 

 

  

1.4%
8.8%

22.9% 24.9% 26.8%

10.5%
1.2% 3.5%

役員数

(n=1347)

63.6 

57.6 

6.1 

7.1 

7.1 

7.1 

5.1 

15.2 

48.5 

9.1 

13.1 

0 % 20 % 40 % 60 %

なり手がいない

複数の役員兼務が多い

役員の予定調整がつかない

会議が効果的にできない

少数による決定で合議制でない

属人的で他の役員のやっていることが見えていない

役員間の情報共有がされていない

議事録や活動記録が残せていない

次の担い手を育てることができていない

その他

特に困っていることはない

n=99
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８ 町会の組織運営上の課題について（問 19） 

  「役員の高齢化・なり手不足」（73.0％）が７割強と最も高く、次いで「運営の担い手固定化」

（35.0％）、「加入しても町会運営に協力する人が少ない」（29.0％）、「町会の必要性、良さなどが知ら

れていない」（29.0％）となっている。 

●町会の組織運営上の課題にはどのようなことがありますか。特に重要だと思うものを３つまで

選んでください。（○は３つまで） 

  

73.0 

35.0 

22.0 

29.0 

3.0 

7.0 

17.0 

1.0 

7.0 

29.0 

22.0 

9.0 

6.0 

5.0 

1.0 

1.0 

7.0 

4.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

役員の高齢化・なり手不足

運営の担い手固定化

会員減少による運営の持続性

加入しても町会運営に協力する人が少ない

町会運営資金の不足（イベントなどの活動資金を除く）

会議や打合せの場所の確保

デジタル化など運営効率化の遅れ

年間計画や財務会計の管理

総会などへの関心がない

町会の必要性、良さなどが知られていない

区から依頼される町会の仕事の増加

地域の状況の変化に対応できていない

新しい取り組みややり方などを変えることについての合

意形成が難しい

個人情報やプライバシーへの配慮のための住民同士の交

流やつながりが困難

法人化について検討したいがやり方がわからない

町会の困りごとや課題をどこに相談したらよいかわから

ない

その他

特にない

n=100
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９ 未加入者への加入の呼びかけについて（問 20、問 20-1） 

未加入者の呼びかけとして行っていることについては、「お祭りやイベントの時に冊子やグ

ッズの配布や声がけ」（57.6％）が最も高く、次いで「ホームページや SNS を活用して町会活

動の情報を広く発信」（29.3％）となっている。 

未加入者へ呼びかけを行っていない理由としては、「勧誘する人手が不足しているから」

（45.5％）が最も高く、「加入するかどうかは住民の意思によると思うから」（40.9％）、「新た

な転入者の情報が入らないから」（31.8％）と続いている。 

●未加入者への加入の呼びかけとして、どのようなことを行っていますか。（○はいくつでも） 

 

●未加入者への呼びかけを行っていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

17.2 

18.2 

57.6 

29.3 

14.1 

16.2 

8.1 

23.2 

0 % 20 % 40 % 60 %

訪問して勧誘

町会紹介冊子などをポスト投函

お祭りやイベントの時に冊子やグッズの配布や声かけ

ホームページやSNSを活用して町会活動の情報を広く発信

マンションの管理会社や管理人を通して勧誘

開発段階でデベロッパーと覚書を交わすなど協力を依頼

その他

特に行っていない

n=99

31.8 

27.3 

45.5 

22.7 

4.5 

40.9 

4.5 

9.1 

4.5 

22.7 

0 % 20 % 40 % 60 %

新たな転入者の情報が入らないから

オートロックなどのセキュリティ対策のため相手と接触で

きないから

勧誘する人手が不足しているから

町会を紹介する冊子など町会の情報を伝えるツールがない

から

学生など単身世帯が多く加入に結びつかないから

加入するかどうかは住民の意思によると思うから

現状の会員数が適当だと思うから

マンション等の管理組合に加入してもらっているから

マンション等の管理組合加入の際に町会にも加入をしても

らっているから

その他

n=22
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45.7 

37.0 

18.5 

46.7 

27.2 

0 % 20 % 40 % 60 %

掲示板

回覧板

会報の発行

ホームページやメール、SNSの活用

その他

n=92

10 会員へのお知らせや情報共有手段について（問 21） 

  「ホームページやメール、SNSの活用」（46.7％）が最も高く、次いで「掲示板」（45.7％）、回

覧板（37.0％）となっている。 

●会員へのお知らせや情報共有はどのように行っていますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

11 町会運営のデジタル化の状況について（問 23） 

  「執行部内などで、メールや LINE、SNS などで情報共有している」（60.2％）が約６割と最

も高く、次いで「会計に Excel などの表計算ソフトを使っている」（40.8％）、「町会のホーム

ページを開設している」（29.6％）となっている。 

●町会運営において、どのようなデジタル化に取り組んでいますか。（○はいくつでも） 

 

29.6 

15.3 

9.2 

4.1 

60.2 

11.2 

7.1 

40.8 

1.0 

22.4 

3.1 

18.4 

17.3 

16.3 

0 % 20 % 40 % 60 %

町会のホームページを開設している

町会のSNS（Facebook、X、Instagram）を開設している

会員外でも登録できる公式LINEがある

町会のYouTubeを開設している

執行部内などで、メールやLINE、SNSなどで情報共有している

会員全体でLINEで情報共有している

会員全体でオンラインで情報共有する仕組みがある（Web回覧板、ファイル

共有など）

会計にExcelなどの表計算ソフトを使っている

会費徴収・会計のために専用アプリなどのデジタルツールや電子マネーを

使っている

イベントの申込受付をオンラインで行っている

アンケートの実施をオンラインで行っている

外部からの問い合わせ用にデジタル化された町会専用の連絡先がある（専

用メールアドレス、専用の電話番号、お問い合わせフォームなど）

その他

特にデジタル化には取り組んでいない

n=98
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12 町会運営のデジタル化の課題について（問 24） 

「会員間でデジタル化への対応能力に差がある」（56.0％）が５割台半ば超えと最も高く、次いで

「ホームページや SNSの運用など、デジタル化の取組が特定の人の負担になっている」（34.1％）、「ノ

ウハウを持った人材がおらず、開設、運営（継続・更新）ができない」（29.7％）となっている。 

●町会運営におけるデジタル化について課題やお困りのことはありますか。（○はいくつでも） 

 

13 町会運営においてデジタル化したいものについて（問 25） 

  「会員への連絡手段」（47.4％）が４割台半ば超えと最も高くなっている。次いで「町内回覧板」

（41.1％）、「町会費の徴収」（35.8％）、「イベントの告知や参加申込の受付」（32.6％）となっている。 

●町会運営においてデジタル化したいものはありますか。（○はいくつでも） 

 

15.4 

16.5 

14.3 

29.7 

34.1 

56.0 

11.0 

9.9 

3.3 

7.7 

8.8 

22.0 

0 % 20 % 40 % 60 %

機器購入や有料アプリの導入などの予算がない

回線使用料やライセンス使用料などの維持費を払う予算

がない

ホームページやSNSの運用などを外注する予算がない

ノウハウを持った人材がおらず開設、運営（継続・更

新）ができない

ホームページやSNSの運用など、デジタル化の取組が特

定の人の負担になっている

会員間でデジタル化への対応能力に差がある

何をデジタル化すればよいのかわからない

どんなツールがあるのかわからない

デジタル化に取り組んだが更新などの運営や活用ができ

ていない

困った時やトラブルがあった時に相談できる人がいない

その他

特に課題や困っていることはない

n=91

41.1 

30.5 

47.4 

17.9 

18.9 

32.6 

35.8 

8.4 

24.2 

0 % 20 % 40 %

町内回覧板

役員の連絡手段

会員への連絡手段

総会や役員会（リモート、資料、会議録）

町会報（配信、過去のアーカイブ）

イベントの告知や参加申込の受付

町会費の徴収

その他

特にない

n=95
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41.7 

18.8 

18.8 

31.3 

18.8 

10.4 

10.4 

8.3 

37.5 

8.3 

14.6 

8.3 

4.2 

10.4 

12.5 

6.3 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

祭礼

イベント

仲間作りを目的とした事業、交流サロンなど

高齢者の見守り活動、敬老活動

地域で手助けが必要な人の見守り活動

子どもの安全や見守り活動

子育て支援に関する活動

青少年育成に関する活動

防災訓練

清掃活動

防犯、パトロールに関する活動

緑化や花を植える活動

赤十字などの募金集め

新年会など懇親会

各種広報に関する活動

その他

課題の大きいもの

(n=48)

88.0 

57.3 

14.7 

12.0 

0.0 

1.3 

0.0 

1.3 

25.3 

14.7 

18.7 

4.0 

0.0 

45.3 

4.0 

1.3 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

祭礼

イベント

仲間作りを目的とした事業、交流サロンなど

高齢者の見守り活動、敬老活動

地域で手助けが必要な人の見守り活動

子どもの安全や見守り活動

子育て支援に関する活動

青少年育成に関する活動

防災訓練

清掃活動

防犯、パトロールに関する活動

緑化や花を植える活動

赤十字などの募金集め

新年会など懇親会

各種広報に関する活動

その他

特に力を入れているもの

(n=75)

14 特に力を入れている地域活動・課題の大きい地域活動について（問 26） 

  『特に力を入れているもの』は、「祭礼」（88.0％）が８割台半ば超えと最も高く、次いで

「イベント」（57.3％）、「新年会など懇親会」（45.3％）となっている。 

  『課題の大きいもの』は、「祭礼」（41.7％）が最も高く、次いで「防災訓練」（37.5％）、

「高齢者の見守り活動、敬老活動」（31.3％）となっている。 

●次の各項目の活動について、「特に力を入れているもの」と「課題の大きいもの」をそれぞれ

３つ程度選び○をつけてください。 
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15 イベント活動の課題について（問 27） 

  「イベントの運営スタッフが少ない」（45.5％）が４割台半ば超えと最も高く、次いで「人

数が少ない中で運営しているので負担が大きい」（40.4％）、「特に課題や困っていることはな

い」（21.2％）、「イベントのコストが負担になっている」（19.2％）と続いている。 

 

●町会のイベントや活動などの実施について、課題やお困りごとはありますか。（○はいくつでも） 

 

  

16.2 

45.5 

9.1 

18.2 

19.2 

10.1 

5.1 

9.1 

5.1 

5.1 

12.1 

40.4 

18.2 

13.1 

9.1 

7.1 

8.1 

1.0 

5.1 

21.2 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

イベントなどの開催ができない、または回数が

減ってきている

イベントの運営スタッフが少ない

イベントに参加するゲストが少ない

イベントの時だけ参加する人が多く、運営の負担

となっている

イベントのコストが負担になっている

イベントの実施のみで終わっていて振り返りがで

きていない

イベントの時だけ手伝ってもらうなどの柔軟な運

営ができていない

イベントの案内や情報発信が難しい

ポスター・チラシなどをデザイン（作成）できる

人がいない

PRしたいがツールがない

イベントを実施する場所が不足している

人数が少ない中で運営しているので負担が大きい

道路使用や食品衛生等の申請手続きが大変である

毎年同じことを実施しマンネリ化している

企画や調整できる人がいない

記録（写真や動画）する人がいない

アンケートなどができておらず参加者のニーズが

わからない

クレームなどの対応が大変である

その他

特に課題や困っていることはない

n=99
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16 特に重要な地域課題について（問 30） 

  「地域の安全対策や防犯」（51.0％）、「祭礼文化の継承」（51.0％）が５割超えと最も高く、次いで

「地域の防災」（42.0％）、「住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化」（27.0％）、「災害時の要

援護者支援対策」（25.0％）と続いている。 

●現在、町会においてあなたが考える、特に重要な地域課題はどのようなことですか。特に重要

だと思うものを３つまで選んでください。（○は３つまで） 

 

  

15.0 

51.0 

42.0 

25.0 

13.0 

19.0 

18.0 

2.0 

27.0 

11.0 

18.0 

2.0 

51.0 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

ひとり暮らし高齢者

地域の安全対策や防犯

地域の防災

災害時の要援護者支援対策

子どもや青少年の育成

ごみの出し方や資源の持ち去りなど

来街者のポイ捨て対策など地域の美化

空き家の増加や空き家対策

住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化

活動への協力・参加が少なく町会に対するニーズに対応できないこと

マンションに関する問題

外国人住民とのコミュニケーション

祭礼文化の継承

その他

特に重要な地域課題

全地区(n=100)
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0.0 

50.0 

37.5 

37.5 

25.0 

0.0 

12.5 

0.0 

37.5 

12.5 

37.5 

0.0 

37.5 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

ひとり暮らし高齢者

地域の安全対策や防犯

地域の防災

災害時の要援護者支援対策

子どもや青少年の育成

ごみの出し方や資源の持ち去りなど

来街者のポイ捨て対策など地域の美化

空き家の増加や空き家対策

住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化

活動への協力・参加が少なく町会に対するニーズに対応できないこと

マンションに関する問題

外国人住民とのコミュニケーション

祭礼文化の継承

その他

特に重要な地域課題

富士見地区(n=8)

25.0 

41.7 

8.3 

25.0 

33.3 

33.3 

8.3 

0.0 

16.7 

8.3 

41.7 

8.3 

41.7 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

ひとり暮らし高齢者

地域の安全対策や防犯

地域の防災

災害時の要援護者支援対策

子どもや青少年の育成

ごみの出し方や資源の持ち去りなど

来街者のポイ捨て対策など地域の美化

空き家の増加や空き家対策

住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化

活動への協力・参加が少なく町会に対するニーズに対応できないこと

マンションに関する問題

外国人住民とのコミュニケーション

祭礼文化の継承

その他

特に重要な地域課題

神保町地区(n=12)

14.3 

33.3 

61.9 

19.0 

9.5 

0.0 

19.0 

4.8 

47.6 

9.5 

0.0 

0.0 

47.6 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

ひとり暮らし高齢者

地域の安全対策や防犯

地域の防災

災害時の要援護者支援対策

子どもや青少年の育成

ごみの出し方や資源の持ち去りなど

来街者のポイ捨て対策など地域の美化

空き家の増加や空き家対策

住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化

活動への協力・参加が少なく町会に対するニーズに対応できないこと

マンションに関する問題

外国人住民とのコミュニケーション

祭礼文化の継承

その他

特に重要な地域課題

麹町出張所地区(n=21)

【参考】地区ごとの集計結果 
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27.8 

50.0 

61.1 

33.3 

0.0 

38.9 

22.2 

5.6 

27.8 

11.1 

16.7 

0.0 

50.0 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

ひとり暮らし高齢者

地域の安全対策や防犯

地域の防災

災害時の要援護者支援対策

子どもや青少年の育成

ごみの出し方や資源の持ち去りなど

来街者のポイ捨て対策など地域の美化

空き家の増加や空き家対策

住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化

活動への協力・参加が少なく町会に対するニーズに対応で…

マンションに関する問題

外国人住民とのコミュニケーション

祭礼文化の継承

その他

特に重要な地域課題

神田公園地区(n=18)

10.0 

60.0 

40.0 

15.0 

5.0 

20.0 

15.0 

0.0 

15.0 

20.0 

5.0 

5.0 

60.0 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

ひとり暮らし高齢者

地域の安全対策や防犯

地域の防災

災害時の要援護者支援対策

子どもや青少年の育成

ごみの出し方や資源の持ち去りなど

来街者のポイ捨て対策など地域の美化

空き家の増加や空き家対策

住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化

活動への協力・参加が少なく町会に対するニーズに対応できないこと

マンションに関する問題

外国人住民とのコミュニケーション

祭礼文化の継承

その他

特に重要な地域課題

万世橋地区(n=20)

14.3 

71.4 

57.1 

42.9 

14.3 

0.0 

28.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

57.1 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

ひとり暮らし高齢者

地域の安全対策や防犯

地域の防災

災害時の要援護者支援対策

子どもや青少年の育成

ごみの出し方や資源の持ち去りなど

来街者のポイ捨て対策など地域の美化

空き家の増加や空き家対策

住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化

活動への協力・参加が少なく町会に対するニーズに対応できないこと

マンションに関する問題

外国人住民とのコミュニケーション

祭礼文化の継承

その他

特に重要な地域課題

神田駅東地区(n=7)
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16.7 

50.0 

16.7 

16.7 

16.7 

50.0 

0.0 

0.0 

33.3 

16.7 

66.7 

0.0 

66.7 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

ひとり暮らし高齢者

地域の安全対策や防犯

地域の防災

災害時の要援護者支援対策

子どもや青少年の育成

ごみの出し方や資源の持ち去りなど

来街者のポイ捨て対策など地域の美化

空き家の増加や空き家対策

住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化

活動への協力・参加が少なく町会に対するニーズに対応できないこと

マンションに関する問題

外国人住民とのコミュニケーション

祭礼文化の継承

その他

特に重要な地域課題

岩本町東神田地区(n=6)

0.0 

75.0 

12.5 

25.0 

25.0 

12.5 

37.5 

0.0 

25.0 

0.0 

25.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

ひとり暮らし高齢者

地域の安全対策や防犯

地域の防災

災害時の要援護者支援対策

子どもや青少年の育成

ごみの出し方や資源の持ち去りなど

来街者のポイ捨て対策など地域の美化

空き家の増加や空き家対策

住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化

活動への協力・参加が少なく町会に対するニーズに対応できないこと

マンションに関する問題

外国人住民とのコミュニケーション

祭礼文化の継承

その他

特に重要な地域課題

秋葉原東部地区(n=8)
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17 町会の役割・存在意義について（問 31） 

  「地域のつながりの基盤となること」（55.4％）が５割台半ば超えと最も高く、次いで「祭

礼文化を継承していくこと」（46.5％）、「会員の親睦を深めること」（38.6％）となっている。 

●町会の役割、存在意義として大切なことは何だとお考えですか。特に大切だとお考えのことを

３つまで選んでください。（○は３つまで） 

  

55.4 

38.6 

22.8 

21.8 

30.7 

28.7 

19.8 

8.9 

5.9 

9.9 

46.5 

1.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

地域のつながりの基盤となること

会員の親睦を深めること

伝統を守り次世代につなげること

地域が盛り上がる行事・イベントを行うこと

地域の安全を守ること

災害への備え、災害への対応を強化すること

暮らしやすい環境づくりを進めること

住民と行政との連携を進めること

地域内の調整役となること

地域の魅力・価値を高めること

祭礼文化を継承していくこと

その他

町会の役割・存在意義

全地区(n=101)
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52.4 

28.6 

23.8 

0.0 

19.0 

47.6 

38.1 

14.3 

0.0 

0.0 

47.6 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

地域のつながりの基盤となること

会員の親睦を深めること

伝統を守り次世代につなげること

地域が盛り上がる行事・イベントを行うこと

地域の安全を守ること

災害への備え、災害への対応を強化すること

暮らしやすい環境づくりを進めること

住民と行政との連携を進めること

地域内の調整役となること

地域の魅力・価値を高めること

祭礼文化を継承していくこと

その他

町会の役割・存在意義

麹町出張所地区(n=21)

87.5 

12.5 

12.5 

25.0 

25.0 

12.5 

62.5 

0.0 

12.5 

0.0 

25.0 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

地域のつながりの基盤となること

会員の親睦を深めること

伝統を守り次世代につなげること

地域が盛り上がる行事・イベントを行うこと

地域の安全を守ること

災害への備え、災害への対応を強化すること

暮らしやすい環境づくりを進めること

住民と行政との連携を進めること

地域内の調整役となること

地域の魅力・価値を高めること

祭礼文化を継承していくこと

その他

町会の役割・存在意義

富士見地区(n=8)

41.7 

50.0 

25.0 

50.0 

33.3 

16.7 

16.7 

0.0 

0.0 

16.7 

41.7 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

地域のつながりの基盤となること

会員の親睦を深めること

伝統を守り次世代につなげること

地域が盛り上がる行事・イベントを行うこと

地域の安全を守ること

災害への備え、災害への対応を強化すること

暮らしやすい環境づくりを進めること

住民と行政との連携を進めること

地域内の調整役となること

地域の魅力・価値を高めること

祭礼文化を継承していくこと

その他

町会の役割・存在意義

神保町地区(n=12)

【参考】地区ごとの集計結果 
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66.7 

55.6 

22.2 

22.2 

38.9 

11.1 

5.6 

11.1 

5.6 

5.6 

50.0 

5.6 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

地域のつながりの基盤となること

会員の親睦を深めること

伝統を守り次世代につなげること

地域が盛り上がる行事・イベントを行うこと

地域の安全を守ること

災害への備え、災害への対応を強化すること

暮らしやすい環境づくりを進めること

住民と行政との連携を進めること

地域内の調整役となること

地域の魅力・価値を高めること

祭礼文化を継承していくこと

その他

町会の役割・存在意義

神田公園地区(n=18)

45.0 

40.0 

15.0 

30.0 

40.0 

35.0 

10.0 

5.0 

5.0 

10.0 

65.0 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

地域のつながりの基盤となること

会員の親睦を深めること

伝統を守り次世代につなげること

地域が盛り上がる行事・イベントを行うこと

地域の安全を守ること

災害への備え、災害への対応を強化すること

暮らしやすい環境づくりを進めること

住民と行政との連携を進めること

地域内の調整役となること

地域の魅力・価値を高めること

祭礼文化を継承していくこと

その他

町会の役割・存在意義

万世橋地区(n=20)

71.4 

14.3 

28.6 

14.3 

14.3 

42.9 

0.0 

14.3 

0.0 

42.9 

42.9 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

地域のつながりの基盤となること

会員の親睦を深めること

伝統を守り次世代につなげること

地域が盛り上がる行事・イベントを行うこと

地域の安全を守ること

災害への備え、災害への対応を強化すること

暮らしやすい環境づくりを進めること

住民と行政との連携を進めること

地域内の調整役となること

地域の魅力・価値を高めること

祭礼文化を継承していくこと

その他

町会の役割・存在意義

神田駅東地区(n=7)
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42.9 

57.1 

42.9 

14.3 

28.6 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

57.1 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 %

地域のつながりの基盤となること

会員の親睦を深めること

伝統を守り次世代につなげること

地域が盛り上がる行事・イベントを行うこと

地域の安全を守ること

災害への備え、災害への対応を強化すること

暮らしやすい環境づくりを進めること

住民と行政との連携を進めること

地域内の調整役となること

地域の魅力・価値を高めること

祭礼文化を継承していくこと

その他

町会の役割・存在意義

岩本町東神田地区(n=7)

50.0 

37.5 

25.0 

25.0 

37.5 

37.5 

12.5 

12.5 

25.0 

12.5 

12.5 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 %

地域のつながりの基盤となること

会員の親睦を深めること

伝統を守り次世代につなげること

地域が盛り上がる行事・イベントを行うこと

地域の安全を守ること

災害への備え、災害への対応を強化すること

暮らしやすい環境づくりを進めること

住民と行政との連携を進めること

地域内の調整役となること

地域の魅力・価値を高めること

祭礼文化を継承していくこと

その他

町会の役割・存在意義

秋葉原東部地区(n=8)
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4.8%

12.5%

16.7%

5.9%

21.1%

14.3%

14.3%

0.0%

57.1%

25.0%

58.3%

52.9%

21.1%

0.0%

42.9%

37.5%

14.3%

25.0%

8.3%

11.8%

31.6%

71.4%

14.3%

62.5%

23.8%

25.0%

8.3%

17.6%

26.3%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0%

12.5%

8.3%

11.8%

0.0%

14.3%

14.3%

0.0%

麹町

(n=21)

富士見

(n=8)

神保町

(n=12)

神田公園

(n=17)

万世橋

(n=19)

神田駅東

(n=7)

岩本東神田

(n=7)

秋葉原東部

(n=7)

18 これからの町会について（問 33） 

  「町会には、新しい人の中でも共感や賛同してくれる人に参加してもらいたい。新しい人への働

きかけを強化し、そうした人の参加を促し、会員数を増やしたい」（40.4％）が４割超えと最も高

く、次いで「効率化や役割分担などの運営を見直したうえで、新しい人の働きかけをしていきた

い」（25.3％）となっている。 

●これからの町会についてどのようにお考えですか。一番近いものを１つ選んでください。（○は１つ） 

 
町会内地域の全員
参加が理想なの

で、全員参加を目
指し町会をより良
いものにしたい 

町会には、新しい人の
中でも共感や賛同して
くれる人に参加しても
らいたい。新しい人へ
の働きかけを強化し、
そうした人の参加を促
し、会員数を増やした

い 

 
効率化や役割分担
などの運営を見直
したうえで、新し
い人の働きかけを

していきたい 

現状の中で、加入者
減や現状の活動を維
持できないのは仕方
ないと思っている。
これから縮小しなが
らも、なるべく運営
が持続できるように
したい 

 
現状の中で、加入
者減や現状維持で
きずに、このまま
町会活動が縮小し
ていくのもいたし

かたない 

 

 

 

  

11.1% 40.4% 25.3% 17.2%

6.1%

全地区

(n=99)
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19 祭礼文化継承の課題について（問 34） 

  「祭礼文化を継承する次の世代が少ない、いない」（44.0％）が最も高く、次いで「町会内で段取

りを知る者が少ない、いない」（35.0％）、「町会内に担ぎ手が少ない、いない」（34.0％）、「装束や

飾りつけ等に経費がかかる」（29.0％）と続いている。 

 

●祭礼は地域コミュニティの求心力であり、地域コミュニティの核である町会にとっても重要で

すが、祭礼文化を継承していくにあたり、課題となっていることは何ですか。特に課題に感じ

るものを３つまでお選びください。（○は３つまで） 

 

8.0 

13.0 

35.0 

34.0 

12.0 

5.0 

44.0 

29.0 

5.0 

20.0 

0 % 20 % 40 % 60 %

神輿の保管場所がない

神酒所や御仮屋の場所がない

町会内で段取りを知る者が少ない、いない

町会内に担ぎ手が少ない、いない

サポートしてくれる人・団体等が少ない、いない

「祭礼」だと企業の協力が得られない

祭礼文化を継承する次の世代が少ない、いない

装束や飾りつけ等に経費がかかる

その他

特に課題に感じることはない

n=100
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20 行政からの依頼の負担感について（問 37） 

  「少し負担を感じている（問題は少ない）」と「負担に感じている（問題を感じている）」と

「非常に負担に感じている（問題が大きく改善を要する）」を合わせた『負担に感じている』

（78.0％）は７割台半ば超えであった。一方で、「特に負担を感じていない（ほとんど問題は

ない）」（22.0％）となっている。 

 

●町会には行政（区、国、都、その他警察や消防など）からさまざまな仕事や役割をお願いして

います。これらについて、どの程度負担に感じておられますか。（○は１つ） 

『負担を感じていない』 『負担を感じている』 

特に負担を感じてい

ない（ほとんど問題

はない） 

少し負担を感じてい

る（問題は少ない） 

負担に感じている

（問題を感じてい

る） 

非常に負担に感じて

いる（問題が大きく

改善を要する） 

 

 

21 行政からの依頼で負担感の大きいものについて（問 38） 

  「委員会等会議体の委員の就任・会議への出席」（44.4％）が最も高く、次いで「各種調査

回答」（43.4％）、「推薦依頼を受けたときの調整」（27.3％）となっている。 

 

●行政から依頼される仕事・役割のうち、特に負担が大きく、仕事量の軽減や実施方法を改善す

べきだと思うものは何ですか。特に負担が大きいとお感じになるものを３つまで記入してくだ

さい。（○は３つまで） 

 

22.0% 50.0% 25.0%

3.0%

(n=100)

44.4 

27.3 

18.2 

15.2 

17.2 

43.4 

7.1 

18.2 

0 % 20 % 40 %

委員会等会議体の委員の就任・会議への出席

推薦依頼を受けたときの調整

区主催イベントへの出席

選挙・清掃、防災事業等への参加

各種募金の協力・呼び掛け

各種調査対応

その他

特に負担は感じていない

n=99
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22 町会活動や運営に対して行政がすべき支援や協力について（問 39） 

  「各種事業実施に対する財政的な支援」（54.1％）が５割台半ば近くと最も高く、次いで

「区への事務手続きの簡略化」（22.4％）、「活動場所（町会会館等）確保のための支援」

（19.4％）、「地域課題に関して区からの情報提供や相談などの充実」（17.3％）となっている。 

 

●町会の活動や運営に対して行政はどのような支援や協力をすべきだと思いますか。特に重要だ

と思うものを３つまでお選びください。（○は３つまで） 

 

  

54.1 

13.3 

19.4 

0.0 

10.2 

17.3 

3.1 

2.0 

3.1 

12.2 

6.1 

9.2 

12.2 

15.3 

22.4 

13.3 

6.1 

9.2 

0 % 20 % 40 % 60 %

各種事業実施に対する財政的な支援

町会会館や掲示板等の維持管理に対する財政的な

支援

活動場所（町会会館等）確保のための支援

チラシやポスター制作時のデザインの支援

町会と他の団体や事業者との協力・協働のコー

ディネート

地域課題に関して区からの情報提供や相談などの

充実

町会法人化の支援

行政書士、弁護士、会計士等の専門家による支援

専門家による町会運営の課題の整理や新しい方法

の導入支援

町会運営効率化のためのデジタルツールの導入支

援・運用支援

町会運営のノウハウや事例等を掲載したハンド

ブックの作成やウェブサイトの構築

他町会の取組みや好事例の紹介

町会活動支援のための人材紹介支援

次世代の担い手の人材育成

区への事務手続きの簡略化

出張所機能の強化

その他

特に行政が支援や協力すべきことはない

n=98
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23 町会加入促進について行政がすべき支援や協力について（問 40） 

  「一定規模以上のマンション開発に対し、事前に町会加入等について協議をすることのルー

ル化」（52.7％）が５割強と最も高く、次いで「区の広報などによる町会参加の機運の醸成」

（40.9％）、「町会への加入や活動参加を促進するための財政的な支援」（34.4％）の順になって

いる。 

●町会加入の促進について行政はどのような支援や協力をすべきだと思いますか。特に重要だと

思うものを３つまでお選びください。（○は３つまで） 

 

 

 

34.4 

30.1 

40.9 

15.1 

29.0 

12.9 

52.7 

5.4 

12.9 

0 % 20 % 40 % 60 %

町会への加入や活動参加を促進するための財政的な支

援

町会への加入や活動参加を促進するための物的な支援

区の広報などによる町会参加の機運の醸成

町会活動やイベントの広報・周知の支援

マンションに対し町会活動に対する理解を深めたり協

力に努めたりすることのルール化

マンションに対し町会との連絡先を報告することを義

務付けることのルール化

一定規模以上のマンション開発に対し事前に町会加入

等について協議をすることのルール化

その他

特に行政が支援や協力すべきことはない

n=93



 

 

町会活動に関するアンケート 

（婦人部・女性部等対象） 

＜概要版＞  

 

 

 

（１）アンケートの目的 

本調査は、町会の抱える課題や地域の特性等を把握し、今後の持続可能な運営を支援す

る具体的な施策を検討することを目的とする。 

 

（２）調査の対象  

町会婦人部・女性部（107 町会） 

 

（３）調査期間 

令和７年７月 29日～令和７年９月８日 

 

（４）回収結果 

対象数 有効回収数 有効回収率 

107 88 82.2％ 
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アンケート結果 

１ 地区ごとの回答数について 

  107 町会のうち、88町会から回答があり、回答率は 82.2％となっている。うち、「婦人部・

女性部等またはこれらに準ずる部や委員会はない」という回答は９件であった。 

  

  
町会数 回答数 回答率 

麹町出張所地区 21 19 90.5％ 

富士見地区 8 8 100.0％ 

神保町地区 12 10 83.3％ 

神田公園地区 20 18 90.0％ 

万世橋地区 21 15 71.4％ 

神田駅東地区 9 4 44.4％ 

岩本町東神田地区 8 6 75.0％ 

秋葉原東部地区 8 8 100.0％ 

総計 107 88 82.2％ 

 

２ 婦人部長・女性部長等の年代について（問３） 

「70歳代」（48.2％）が最も高く、次いで「60歳代」（36.1％）、「80歳代」（9.6％）と続いている。 

また、「39歳以下」（0.0％）、「40歳代」（0.0％）の回答はなかった。 

●婦人部長・女性部長等の年代について教えてください。（○は１つ） 

39 歳以下 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳代 90 歳代以上 

 

  

0.0%

0.0%

4.8%

36.1% 48.2% 9.6%

1.2%

(n=83)
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３ 婦人部長・女性部長等の職業について（問４） 

「無職」（49.4％）が最も高く、次いで「自営」（26.5％）、「その他」（16.9％）となっている。 

●婦人部長・女性部長等の現在の職業を教えてください。（○は１つ） 

会社員・ 

団体職員 

公務員 自営 無職 その他 

 

 

４ 婦人部・女性部等の活動人数について（問６） 

「6～10 人」（32.5％）が最も高く、次いで「11～15 人」（21.3％）、「１～５人」（15.0％）、

「26～30 人」（11.3％）と続いている。 

●婦人部・女性部等で活動する人はおおよそ何人ですか。（自由記述） 

１～５人 ６～10 人 11～15 人 16～20 人 21～25 人 26～30 人 31 人以上 

 

 

 

  

7.2%

0.0%

26.5% 49.4% 16.9%(n=83)

15.0% 32.5% 21.3% 8.8% 10.0% 11.3%

1.3%

(n=80)
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５ 活動者の年齢構成について（問７） 

「70 歳代」（30.0％）が最も高く、次いで「60歳代」（24.1％）、「50歳代」（16.9％）、「80

歳以上」（14.2％）、「40歳代」（10.8％）と続いている。 

●活動者の年齢のおおよその人数を教えてください。（自由記述） 

20 歳代 

以下 

 

30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳 

以上 

 

 

 

６ 婦人部・女性部等加入のきっかけについて（問９） 

「知人・友人からの声かけ」（59.3％）が約６割と最も高く、次いで「町会加入をきっかけ

に紹介された」（48.1％）、「家族からの声かけ」（37.0％）、「子どもの関係（PTA、行事など）」

（29.6％）、「その他」（21.0％）と続いている。 

●現在、婦人部・女性部等に参加している人が、部に加入（参加）するきっかけとなったものとし

て多いものはどれですか。上位３つまでお選びください。（○は３つまで） 

 

  

0.8% 3.2%

10.8% 16.9% 24.1% 30.0% 14.2%
役員数

(n=1102)

37.0 

59.3 

29.6 

48.1 

21.0 

0 % 20 % 40 % 60 %

家族からの声かけ

知人・友人からの声かけ

子どもの関係（PTA、行事など）

町会加入をきっかけに紹介された

その他

n=81
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７ 婦人部・女性部等内の情報共有手段について（問 10） 

「LINE、SNS」（84.0％）が８割台半ば近くと最も高く、次いで「メール」（40.7％）、「その

他」（35.8％）、「回覧板」（21.0％）、「FAX」（8.6％）と続いている。 

●婦人部・女性部等のメンバーへのお知らせや情報共有はどのように行っていますか。（○はいくつでも） 

 

 

８ 婦人部・女性部等の運営上の困りごとについて（問 11） 

「若年層のメンバーがいない」（69.9％）が約７割と最も高く、次いで「活動の担い手が固定化

している」（68.7％）、「婦人部・女性部等の構成員が増えない」（50.6％）、「婦人部長・女性部長

等の後継者がいない」（49.4％）と続いている。 

●婦人部・女性部等の運営上のお困りごとはありますか。（○はいくつでも）

 

7.4 

21.0 

8.6 

40.7 

84.0 

35.8 

3.7 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

掲示板

回覧板

FAX

メール

LINE、SNS

その他

特に行っていない

n=80

49.4 

68.7 

50.6 

69.9 

14.5 

9.6 

22.9 

18.1 

24.1 

0.0 

16.9 

13.3 

15.7 

2.4 

4.8 

2.4 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

婦人・女性部長の後継者がいない

活動の担い手が固定化している

婦人・女性部の構成員が増えない

若年層のメンバーがいない

会議や打ち合わせの場所が少ない

デジタル化など運営の効率化が遅れている

共働き世帯が多いので会合や活動がしづらい

婦人・女性部の役割が若い世代に受け入れられにくい

役割が固定化している

婦人・女性部内メンバーの連絡手段がない

区から依頼される町会の仕事の増加

町会費集めなどの町会のサポート業務が多い

新しい取り組みややり方などを変えることについての合意形成が難しい

困りごとや課題をどこに相談したらよいかわかわない

その他

特に困りごとはない

n=83
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９ 婦人部・女性部等の運営・活動の工夫について（問 12） 

「メール・LINE などの SNS を活用して連絡をとっている」（82.7％）が８割超えと最も高

く、次いで「町会イベントへのスタッフとしての参加を相互で調整している」（63.0％）、「運

営や活動への一部だけの参加も可能としている」（61.7％）となっている。 

●婦人部・女性部等の運営や活動の中で工夫していることはありますか。あてはまるものをすべて

選んでください。（○はいくつでも） 

 

 

10 町会運営や活動でデジタル化したいものについて（問 13） 

「イベントの告知や参加申し込みの受付」（34.2％）が３割強と最も高く、次いで「婦人

部・女性部等内の連絡手段」（28.8％）、「町会費の徴収」（21.9％）、「町会回覧板」（17.8％）、

「町会報（配信、過去のアーカイブ）」（15.1％）と続いている。 

●町会運営や活動においてデジタル化したいものはありますか。（○はいくつでも）

 

19.8 

82.7 

63.0 

29.6 

30.9 

14.8 

61.7 

13.6 

42.0 

7.4 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

部の連絡網を作成している

メール・LINEなどのSNSを活用して連絡をとっている

町会イベントへのスタッフとしての参加を相互で調整し

ている

特定の人に負担がかからないようにしている

若い人のアイデアや声を取り入れるようにしている

子連れでも運営や活動に参加できるようにしている

運営や活動への一部だけの参加も可能としている

役割を自分で選べるようにしている

おしゃべりや交流ができる時間を大切にしている

その他

n=81

17.8 

28.8 

12.3 

15.1 

34.2 

21.9 

13.7 

0 % 20 % 40 %

町会回覧板

婦人部・女性部等内の連絡手段

総会や役員会（リモート、資料、会議録）

町会報（配信、過去のアーカイブ）

イベントの告知や参加申し込みの受付

町会費の徴収

その他

n=73
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11 婦人部・女性部等の活動の今後の在り方について（問 14） 

「世代を問わず参加できる」（74.1％）７割台半ば近くと最も高く、次いで「地域の助け合

いの場となる」（64.2％）、「仕事や暮らしの状況に合わせて参加できる」（60.5％）、「地域の知

り合いを増やす機会となる」（49.4％）、「性別の区別なく町会活動に参加する」（48.1％）と続

いている。 

●婦人部・女性部等の活動が、今後どのようになればよいと思いますか。（○はいくつでも） 

 

  

74.1 

27.2 

60.5 

39.5 

49.4 

64.2 

21.0 

48.1 

7.4 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

世代を問わず参加できる

自分の得意を活かせる

仕事や暮らしの状況に合わせて参加できる

地域のおしゃべりや交流の場となる

地域の知り合いを増やす機会となる

地域の助け合いの場になる

自分たちで新しい企画やイベントを開催する

性別の区別なく町会活動に参加する

その他

n=81
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83.3 

53.8 

5.1 

33.3 

3.8 

1.3 

1.3 

0.0 

15.4 

17.9 

6.4 

3.8 

0.0 

34.6 

1.3 

7.7 

3.8 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

祭礼

イベント

仲間づくりを目的とした事業、交流サロンなど

高齢者の見守り活動、敬老活動

地域で手助けが必要な人の見守り活動

子どもの安全や見守り活動

子育て支援に関する活動

青少年育成に関する活動

防災訓練

清掃活動

防犯、パトロールに関する活動

緑化や花を植える活動

赤十字などの募金集め

新年会などの懇親会

各種広報に関する活動

イベントなどでの炊き出し

その他

特に力を入れているもの

(n=78)

86.6 

35.8 

6.0 

19.4 

4.5 

4.5 

0.0 

0.0 

10.4 

9.0 

10.4 

1.5 

4.5 

17.9 

9.0 

10.4 

7.5 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

祭礼

イベント

仲間づくりを目的とした事業、交流サロンなど

高齢者の見守り活動、敬老活動

地域で手助けが必要な人の見守り活動

子どもの安全や見守り活動

子育て支援に関する活動

青少年育成に関する活動

防災訓練

清掃活動

防犯、パトロールに関する活動

緑化や花を植える活動

赤十字などの募金集め

新年会などの懇親会

各種広報に関する活動

イベントなどでの炊き出し

その他

課題の大きいもの

(n=67)

12 特に力を入れている地域活動・課題の大きい地域活動について（問 15） 

『特に力を入れているもの』は、「祭礼」（83.3％）が８割超えで最も高く、次いで「イベント」

（53.8％）「新年会などの懇親会」（34.6％）、「高齢者の見守り活動、敬老活動」（33.3％）と続いて

いる。 

『課題の大きいもの』は、「祭礼」（86.6％）が８割台半ば超えと最も高く、次いで「イベント」

（35.8％）となっている。 

●次の各項目の活動について、「特に力を入れているもの」と「課題の大きいもの」をそれぞれ

３つ選び○をつけてください。 
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13 イベント活動の課題について（問 19） 

「人数が少ない中で運営しているので負担が大きい」（45.7％）が５割台半ば近くと最も高

く、次いで「イベントの運営スタッフが少ない」（43.2％）となっている。 

●町会のイベントや活動などの実施について、課題やお困りごとはありますか。（○はいくつでも） 

 

  

16.0 

43.2 

12.3 

14.8 

16.0 

9.9 

13.6 

4.9 

1.2 

17.3 

45.7 

16.0 

12.3 

14.8 

7.4 

7.4 

12.3 

1.2 

11.1 

13.6 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

イベントなどの開催ができない、回数がへってきている

イベントの運営スタッフが少ない

イベントに参加するゲストが少ない

イベントの時だけ参加する人が多く運営の負担となって

いる

イベントのコストが負担になっている

イベントの実施のみで終わっていて振り返りができてい

ない

イベントの時だけ手伝ってもらうなどの柔軟な運営がで

きていない

イベントの案内や情報発信が難しい、RPしたいがツール

がない

ポスター・チラシなどをデザイン（作成）できる人がい

ない

イベントを実施する場所が不足している

人数が少ない中で運営しているので負担が大きい

役割が男女で固定化しており楽しめない

道路使用や食品衛生等の申請手続きが大変

毎年同じことを実施しマンネリ化している

企画や調整できる人がいない

記録（写真や動画）する人がいない

アンケートなどができておらず参加者のニーズがわから

ない

クレームなどの対応が大変である

その他

特に課題やこまっていることはない

n=81
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14 特に重要な地域課題について（問 20） 

「祭礼文化の継承」（44.4％）が４割台半ば近くと最も高く、次いで「地域の安全対策や防犯」

（38.3％）、「住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化」（33.3％）、「一人暮らし高齢者」（29.6％）、

「来街者のポイ捨て対策など地域の美化」（29.6％）、「マンションに関する問題」（29.6％）と続いている。 

●現在、町会において、あなたが考える、特に重要な地域課題はどのようなことですか。（○は３つまで） 

 

 

15 町会の役割・存在意義について（問 21） 

「地域のつながりの基盤となること」（68.7％）が６割台半ば近くと最も高く、次いで「祭

礼文化を継承していくこと」（37.3％）、「地域の安全を守ること」（34.9％）、「暮らしやすい環

境づくりを進めること」（34.9％）と続いている。 

●町会の役割、存在意義として大切なことは何だとお考えですか。（○は３つまで） 

 

29.6 

38.3 

21.0 

19.8 

3.7 

17.3 

29.6 

0.0 

33.3 

11.1 

29.6 

4.9 

44.4 

2.5 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

ひとり暮らし高齢者

地域の安全対策や防犯

地域の防災

災害時の要援護者支援対策

子どもや青少年の育成

ごみの出し方や資源の持ち去りなど

来街者のポイ捨て対策など地域の美化

空き家の増加や空き家対策

住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化

活動への協力・参加が少なく町会に対するニーズに対応できないこと

マンションに関する問題

外国人住民とのコミュニケーション

祭礼文化の継承

その他

n=81

68.7 

25.3 

24.1 

15.7 

34.9 

26.5 

34.9 

14.5 

8.4 

12.0 

37.3 

0.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

地域のつながりの基盤となること

会員の親睦を深めること

伝統を守り、次世代につなげること

地域が盛り上がる行事・イベントを行うこと

地域の安全を守ること

災害への備え、災害への対応を強化すること

暮らしやすい環境づくりを進めること

住民と行政との連携を進めること

地域内の調整役となること

地域の魅力・価値を高めること

祭礼文化を継承していくこと

その他

n=83
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16 これからの町会について（問 22） 

「新たな人でも共感・賛同してくれる人への働きかけを強化し会員数を増やしたい」

（41.5％）が４割超えと最も高く、次いで「効率化や役割分担など運営を見直し、新しい人に

働きかけたい」（34.1％）となっている。 

●婦人部・女性部等として、これからの町会についてどのようにお考えですか。一番近いものを

１つ選んでください。（○は１つ） 

 
町会内地域の全員
参加が理想なの

で、全員参加を目
指し町会をより良
いものにしたい 

町会には、新しい人の
中でも共感や賛同して
くれる人に参加しても
らいたい。新しい人へ
の働きかけを強化し、
そうした人の参加を促
し、会員数を増やした

い 
 
 

 
効率化や役割分担
などの運営を見直
したうえで、新し
い人の働きかけを

していきたい 

現状の中で、加入者
減や現状の活動を維
持できないのは仕方
ないと思っている。
これから縮小しなが
らも、なるべく運営
が持続できるように

したい 

 
現状の中で、加入
者減や現状維持で
きずに、このまま
町会活動が縮小し
ていくのもいたし

かたない 

 

 

17 祭礼文化継承の課題について（問 23） 

「祭礼文化を継承する次の世代が少ない、いない」（54.3％）が５割台半ば近くと最も高く、次い

で「町会内でお祭りの段取りを知っている者が少なくなっている、いない」（44.4％）、「買い出しや

接待が大変である」（33.3％）、「町会内に役割（御神酒所）の番を交替できる人が少ない、いない」

（32.1％）と続いている。 

●祭礼文化を継承していくにあたり、課題となっていることは何ですか。特に課題に感じるもの

を３つまでお選びください。（○は３つまで） 

 

2.4%

41.5% 34.1% 22.0%

0.0%

(n=82)

44.4 

32.1 

9.9 

33.3 

14.8 

3.7 

54.3 

17.3 

14.8 

11.1 

0 % 20 % 40 % 60 %

町会内でお祭りの段取りを知っている者が少なくなっている、いない

町会内に役割（御神酒所）の番を交替できる人が少ない、いない

留守を預かっている大変さをわかってもらえていない

買い出しや接待が大変である

サポートしてくれる人・団体等が少ない、いない

名目が「祭礼」だと企業の協力が得られない

祭礼文化を継承する次の世代が少ない、いない

祭礼文化の継承に関わる装束や飾りつけ等に経費がかかる

その他

特に課題に感じることはない

n=81
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18 祭礼参加の充実感・負担感について（問 25） 

「「喜び・充実感」をかなり強く感じている」（10.0％）と「「喜び・充実感」をやや強く感じてい

る」（16.3％）を合わせた『「喜び・充実感」が強い』（26.3％）は２割台半ば超えであった。 

一方で、「「負担感」をやや強く感じている」（17.5％）と「「負担感」をかなり強く感じている」

（8.8％）を合わせた『「負担感」が強い』（26.3％）も２割台半ば超えであった。 

また、「「喜び・充実感」と「負担感」が均衡していると感じる」（47.5％）は最も高く、４割台半

ば超えとなっている。 

●婦人部長・女性部長等として、祭礼への参加の「喜び・充実感」と「負担感」のバランスをど

のように感じていますか。一番近いものを１つ選んでください。（○は１つ） 

『「喜び・充実感」が強い』 「喜び・充実感」
と「負担感」が均
衡していると感じ

る 

『 「負担感」が強い』 

「喜び・充実感」
をかなり強く感じ

ている 

「喜び・充実感」を
やや強く感じている 

「負担感」をやや
強く感じている 

「負担感」をかな
り強く感じている 

 

 

19 行政からの依頼の負担感について（問 27） 

「少し負担を感じている（問題は少ない）」と「負担に感じている（問題を感じている）」と「非

常に負担に感じている（問題が大きく改善を要する）」を合わせた『負担に感じている』（73.8％）

は７割超えであった。 

一方で、「特に負担を感じていない（ほとんど問題はない）」（26.3％）となっている。 

●婦人部・女性部等には行政（区、国、都、その他警察や消防など）からさまざまな仕事や役割

をお願いしています。これらについて、どの程度負担に感じておられますか。（○は１つ） 

『負担を感じていない』 『負担を感じている』 

特に負担を感じてい

ない（ほとんど問題

はない） 

少し負担を感じてい

る（問題は少ない） 

負担に感じている

（問題を感じてい

る） 

非常に負担に感じて

いる（問題が大きく

改善を要する） 

 

  

10.0% 16.3% 47.5% 17.5% 8.8%(n=80)

26.3% 55.0% 15.0%

3.8%

(n=80)
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20 行政からの依頼で負担感の大きいものについて（問 28） 

「委員会等会議体の委員の就任・会議への出席」（43.8％）が４割超えと最も高く、次いで

「区主催のイベントへの出席」（31.3％）、「特に課題に感じることはない」（25.0％）と続いて

いる。 

●行政から依頼される仕事・役割のうち、特に負担が大きく、仕事量の軽減や実施方法を改善すべきだと思

うものは何ですか。特に負担が大きいとお感じになるものを３つまで記入してください。（○は３つまで） 

 

 

21 町会加入促進について行政がすべき支援や協力について（問 30） 

「マンションに対して町会活動に対する理解を深めたり協力に努めたりすることのルール

化」（53.9％）が５割超えと最も高く、「一定規模以上のマンション開発に対し事前に町会加入

等について協議をすることのルール化」（43.4％）が、次いで「区の広報などによる町会参加

の機運の醸成」（36.8％）となっている。 

●町会加入の促進について行政はどのような支援や協力をすべきだと思いますか。婦人部・女性

部等として特に重要だと思うものを３つまで選んでください。（○は３つまで） 

 

43.8 

21.3 

31.3 

15.0 

13.8 

15.0 

7.5 

25.0 

0 % 20 % 40 %

委員会等会議体の委員の就任・会議への出席

推薦依頼を受けたときの調整

区主催のイベントへの出席

選挙や清掃、防災事業等への参加

各種募金の協力・呼び掛け

各種調査回答

その他

特に課題に感じることはない

n=80

28.9 

14.5 

36.8 

31.6 

53.9 

15.8 

43.4 

3.9 

1.3 

0 % 20 % 40 % 60 %

町会への加入や活動参加を促進するための財政的な支援

町会の加入や活動参加を促進するための物的な支援

区の広報などによる町会参加の機運の醸成

町会活動やイベントの広報・周知の支援

マンションに対して町会活動に対する理解を深めたり協

力に努めたりすることのルール化

マンションに対し町会との連絡先を報告することを義務

付けることのルール化

一定規模以上のマンション開発に対し事前に町会加入等

について協議をすることのルール化

その他

特に行政が支援や協力すべきことはない

n=76
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22 町会活動や運営に対して行政がすべき支援や協力について（問 29） 

「各種事業実施に対する財政的な支援」（42.5％）が４割超えと最も高く、次いで「次世代の担

い手の人材育成」（28.8％）、「地域課題に関して区からの情報提供や相談の充実」（25.0％）、「他

町会の取組や好事例の紹介」（23.8％）と続いている。 

●町会の活動や運営に対して行政はどのような支援や協力をすべきだと思いますか。婦人部・女

性部等として特に重要だと思うものを３つまで選んでください。（○は３つまで） 

 

 

  

42.5 

13.8 

18.8 

0.0 

13.8 

25.0 

1.3 

3.8 

8.8 

7.5 

5.0 

23.8 

13.8 

28.8 

21.3 

5.0 

7.5 

3.8 

0 % 20 % 40 % 60 %

各種事業実施に対する財政的な支援

町会会館や掲示板等の維持管理に対する財政的な

支援

活動場所（町会会館等）確保のための支援

チラシやポスター制作時のデザインの支援

町会と他の団体や事業者との協力・協働のコー

ディネート

地域課題に関して区からの情報提供や相談などの

充実

町会法人化の支援

行政書士、弁護士、会計士等の専門家による支援

専門家による町会運営の課題の整理や新しい方法

の導入支援

町会運営の効率化のためのデジタルツールの導入

支援・運用支援

町会運営のノウハウや事例等を掲載したハンド

ブックの作成やウェブサイトの構築

他町会の取組や好事例の紹介

町会活動支援のための人材紹介支援

次世代の担い手の人材育成

区への事務手続きの簡略化

出張所機能の強化

その他

特に行政が支援や協力すべきことはない

n=80



 

 



 

 

町会活動に関するアンケート 

（青年部対象） 
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アンケート結果 

１ 地区ごとの回答数について 

  0/6 ǡƹǔ 60 ƾǼ ƿƵǽ  Ǣ 57-1ðǛǝǖǙƷǾ¡ƹǔ Ô Ǳ

ǒǢǆǿǼǞ ǍǾ Ƿ≠╢ ǢǝƷÕǛƷƹ Ǣŭ ǚƵǖǒ¡ 

  

  
町会数 回答数 回答率 

 21 17 80.9% 

 8 4 50.0% 

 12 9 75.0% 

Ⱨ  20 11 55.0% 

 21 12 57.1% 

♯  9 8 88.9% 

 8 7 87.5% 

 8 5 62.5% 

 107 73 68.2% 

 

２ 青年部長の年代について（問３） 

Ô50 ÕÈ43.8ðÉƿ ǵ ǂ  ƷǚÔ40 ÕÈ29.7ðÉ Ô60 ∙ ÕÈ20.3ðÉǛ

ƷǙƷǾ¡ 

Ǳǒ Ô20 ÕÈ0.0ðÉǡזּ∙ Ǣǝƾǖǒ¡ 

●青年部長の年代について教えてください。（○は１つ） 

20 歳以下 

 

 

30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代以上 

 

  

0.0% 6.3%

29.7% 43.8% 20.3%(n=64)
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３ 青年部長の職業について（問４） 

Ô ╢¤ ╢ÕÈ42-0ðÉƿ ǵ ǂ  ƷǚÔ ☺ÕÈ26-4ðÉǛǝǖǙƷǾ¡ 

●青年部長の現在の職業を教えてください。（○は１つ） 

会社員・ 

団体職員 

公務員 自営 無職 その他 

 

 

４ 青年部の活動人数について（問６） 

Ô5 0/ ÕÈ21-7ðÉƿ ǵ ǂ  ƷǚÔŦ Ū ÕÈ13-0ðÉ Ô05 1/ ÕÈ06-1ðÉ 

Ô00 04 ÕÈ01-0ðÉǛ ƷǙƷǾ¡ 

●青年部で活動する人はおおよそ何人ですか。（自由記述） 

１～５人 ６～10 人 11～15 人 16～20 人 21～25 人 26～30 人 31 人以上 

 

 

 

  

53.1%

3.1%

37.5%

1.6% 4.7%

(n=64)

24.1% 32.8% 12.1% 17.2%

5.2%
3.4% 5.2%

(n=58)
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５ 活動者の年齢構成について（問７） 

Ô3/ ÕÈ22-2ðÉƿ ǵ ǂ  ƷǚÔ4/ ÕÈ2/-6ðÉ Ô2/ ÕÈ03-7ðÉ Ô5/

ÕÈ01-3ðÉ Ô1/ ÕÈ5-0ðÉǛ ƷǙƷǾ¡ 

●活動者の年齢のおおよその人数を教えてください。（自由記述） 

20 歳代 

以下 

 

30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳代 

以上 

 

 

 

６ 青年部加入のきっかけについて（問 10） 

Ô נּ ȅǀǖƾǄǞ ǈǿǒÕÈ45-8ðÉƿŪ ǣ ƻǛ ǵ ǂ  ƷǚÔ

¤ ƾǼǡ ƾǄÕÈ44-3ðÉ Ô ǜǵǡ ÈOS@  ǝǜÉÕÈ27-4ðÉ Ôּק ƾǼǡ

ƾǄÕÈ24-3ðÉ Ôǐǡ ÕÈ16-6ðÉǛ ƷǙƷǾ¡ 

●現在、青年部等に参加している人が、部に加入（参加）するきっかけとなったものとして多いも

のはどれですか。上位３つまでお選びください。（○は３つまで） 

 

  

6.1%

14.8% 33.3% 30.7% 12.4%

2.4%
0.1%

役員数

(n=748)

35.4 

55.4 

38.5 

56.9 

27.7 

0 % 20 % 40 % 60 %

家族からの声かけ

知人・友人からの声かけ

子どもの関係（PTA、行事など）

町会加入をきっかけに紹介された

その他

n=65
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７ 青年部内の情報共有手段について（問 11） 

ÔKHMD RMRÕÈ86-/ðÉƿŮ ǣ ƻǛ ǵ ǂ  ƷǚÔɊºɔÕÈ17-3ðÉ Ô

ÕÈ00-8ðÉ Ôǐǡ ÕÈ00-8ðÉ Ô ÕÈ0/-3ðÉǛ ƷǙƷǾ¡ 

●青年部等のメンバーへのお知らせや情報共有はどのように行っていますか。（○はいくつでも） 

 

 

８ 青年部の運営上の困りごとについて（問 12） 

Ô ǡɊɜȹºƿƷǝƷÕÈ82.1ðÉƿŭ ƻǛ ǵ ǂ  ƷǚÔ ǡ ╢ƿ ƻ

ǝƷÕÈ65.7ðÉ Ô ǡ Ʒ ƿ ǊǙƷǾÕÈ64.2ðÉ ÔɊɜȹºƿטּ Ǌǂ Ƿ

ƿ ǊƷÕÈ53.7ðÉ Ô ǡ ƿƷǝƷÕÈ43.3ðÉǛ ƷǙƷǾ¡ 

●青年部等の運営上のお困りごとはありますか。（○はいくつでも） 

 

10.4 

11.9 

1.5 

28.4 

97.0 

11.9 

1.5 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

掲示板

回覧板

FAX

メール

LINE、SNS

その他

特に行っていない

n=67

43.3 

64.2 

65.7 

82.1 

13.4 

13.4 

53.7 

38.8 

31.3 

16.4 

6.0 

13.4 

9.0 

7.5 

3.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

青年部長の後継者がいない

活動の担い手が固定化している

青年部の構成員が増えない

若年層のメンバーがいない

会議や打ち合わせの場所が難しい

デジタル化など運営の効率化が遅れている

メンバーが忙しく時間調整や活動時間確保が難しい

町会運営の実働を担っているためやることが多い

手続きなど平日の稼働が多い

活動記録や運営マニュアルが整備されていない

区から依頼される町会の仕事の増加

新しい取り組みややり方などを変えることについての合意形成が難しい

困りごとや課題をどこに相談したらよいかわからない

その他

特に困りごとはない

n=67
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９ 青年部の運営・活動の工夫について（問 13） 

ÔɊºɔ¤KHMD ǝǜǡ RMR ȅ ǊǙ ȅǛǖǙƷǾÕÈ83-/ðÉƿŮ ǣ ǂǛ

ǵ ǂ  ƷǚÔ ȍɂɜȱǫǡȢȨȬȾǛǊǙǡ ȅנּ ǚ ǊǙƷǾÕÈ51-6ðÉ 

Ô ǡ   ╓ ǡ Ǜ ǌǾǻƹǞǊǙƷǾÕÈ51-6ðÉǛǝǖǙƷǾ¡ 

●青年部等の運営や活動の中で工夫していることはありますか。あてはまるものをすべて選んでく

ださい。（○はいくつでも） 

 

 

10 町会運営や活動でデジタル化したいものについて（問 14） 

Ôȍɂɜȱǡ Ƿ נּ Ǌ ǲǡ ÕÈ32-2ðÉƿũ Ǜ ǵ ǂ  ƷǚÔ

ÕÈ23-2ðÉ Ô È   ǡȋºȔȍȿÉÕÈ21-7ðÉ Ô Ƿ ╢ Èɓɋº

ȱ    ÉÕÈ18-8ðÉ Ô ǡ ÕÈ15-8ðÉǛ ƷǙƷǾ¡ 

●町会運営や活動においてデジタル化したいものはありますか。（○はいくつでも） 

 

9.0 

94.0 

62.7 

19.4 

34.3 

35.8 

29.9 

46.3 

11.9 

62.7 

11.9 

3.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

部の連絡網を作成している

メール・LINEなどのSNSを活用して連絡をとっている

町会イベントへのスタッフとしての参加を相互で調整している

特定の人に負担がかからないようにしている

会合の開催時間や方法を参加しやすいように工夫している

若い人のアイデアや声を取り入れるようにしている

執行部との意見交換を定期的にしている

一部の活動だけの参加も可能としている

役割を自分で選べるようにしている

他の町会、地域活動の人と交流するようにしている

地区内の町会に加入していない人と交流している

その他

n=67

34.3 

19.4 

29.9 

32.8 

43.3 

26.9 

4.5 

19.4 

0 % 20 % 40 %

町会回覧板

青年部等内の連絡手段

総会や役員会（リモート、資料、会議録）

町会報（配信、過去のアーカイブ）

イベントの告知や参加申し込みの受付

町会費の徴収

その他

特にない

n=67
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11 青年部の活動の今後の在り方について（問 16） 

Ô Ƿ ǼǊǡ Ǟ ȂǎǙ ǚǀǾÕÈ67.2ðÉūנּ ǣ ƻǛƿ ǵ ǂ  ƷǚÔ

ȅ ȂǍ ǚǀǾÕÈ61.2ðÉ Ôנּ ǡ Ʒ ǡǗǝƿǽǡ ǛǝǾÕÈ59.7ðÉǛ ƷǙƷǾ¡ 

●青年部等の活動が、今後どのようになればよいと思いますか。（○はいくつでも） 

 

12 町会運営のデジタル化の課題について（問 15） 

Ô ╢ ǚȰȡȨɔּטǫǡ ꞌ Ǟ ƿƵǾÕÈ52.9ðÉƿŪ ƻǛ ǵ ǂ  ƷǚÔɄ

ºɉɃºȡǷ SNSǡ◖ ǝǜȰȡȨɔּטǡ ǲƿ ǡ ǡ ǞǝǖǙƷǾÕÈ33.8ðÉ Ôȷ

ȏȸȏȅǵǖǒ ƿƽǼǍ ǔ ǅ¤ ƿǚǀǝƷÕÈ27.9ðÉǛ ƷǙƷǾ¡ 

●町会運営におけるデジタル化について課題や困りごとはありますか。（○はいくつでも） 

 

61.2 

35.8 

67.2 

59.7 

38.8 

52.2 

31.3 

41.8 

34.3 

6.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

世代を問わず参加できる

自分の得意を活かせる

仕事や暮らしの状況に合わせて参加できる

地区の若い世代のつながりの核となる

地域づくりやまちづくり、地域の課題解決に積極的に関わる

他町会とも活発に交流する

デジタルツールを使ったコミュニケーションを活発にする

多様な活動・企業と連携し新しい企画を増やす

地区の次世代リーダーが多く輩出される

その他

n=67

16.2 

20.6 

22.1 

27.9 

33.8 

52.9 

19.1 

22.1 

7.4 

8.8 

7.4 

17.6 

0 % 20 % 40 % 60 %

機器を購入する予算がない

回線使用料やライセンス使用料などの維持費を払う予

算がない

ホームページやSNSの運用などの外注をする予算がない

ノウハウをもった人材がおらず立ち上げ・開設ができ

ない

ホームページやSNSの運用などデジタル化の取組みが特

定の人の負担になっている

会員間でデジタル化への対応能力に差がある

何をデジタル化すればよいのかわからない

どんなツールがあるのかわからない

デジタル化に取り組んだが更新などの運営や活用がで

きていない

困ったときやトラブルがあった時に相談できる人がい

ない

その他

特にない

n=68
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88.3 

81.7 

6.7 

3.3 

1.7 

1.7 

0.0 

3.3 

13.3 

8.3 

23.3 

5.0 

0.0 

33.3 

8.3 

16.7 

16.7 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

祭礼

イベント

仲間づくりを目的とした事業、交流サロンなど

高齢者の見守り活動、敬老活動

地域で手助けが必要な人の見守り活動

子どもの安全や見守り活動

子育て支援に関する活動

青少年育成に関する活動

防災訓練

清掃活動

防犯、パトロールに関する活動

緑化や花を植える活動

赤十字などの募金集め

新年会などの懇親会

各種広報に関する活動

イベントなどでの買い出し

その他

特に力を入れているもの

(n=60)

78.3 

83.3 

3.3 

5.0 

3.3 

3.3 

1.7 

0.0 

6.7 

6.7 

15.0 

6.7 

5.0 

15.0 

8.3 

16.7 

13.3 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

祭礼

イベント

仲間づくりを目的とした事業、交流サロンなど

高齢者の見守り活動、敬老活動

地域で手助けが必要な人の見守り活動

子どもの安全や見守り活動

子育て支援に関する活動

青少年育成に関する活動

防災訓練

清掃活動

防犯、パトロールに関する活動

緑化や花を植える活動

赤十字などの募金集め

新年会などの懇親会

各種広報に関する活動

イベントなどでの買い出し

その他

課題の大きいもの

(n=60)

13 特に力を入れている地域活動・課題の大きい地域活動について（問 17） 

Ö Ǟ ȅ ǿǙƷǾǵǡ×Ǣ Ô ÕÈ88.3ðÉƿŭ ǣ ƻǛ ǵ ǂ  ƷǚÔȍɂɜȱÕ

È81.7ðÉ Ô ǝǜǡ ÕÈ33.3ðÉǛǝǖǙƷǾ¡ 

Ö ǡ ǀƷǵǡ×Ǣ ÔȍɂɜȱÕÈ83.3ðÉƿŭ ƻǛ ǵ ǂ  ƷǚÔ ÕÈ78.3ðÉǛ

ǝǖǙƷǾ¡ 

●次の各項目の活動について、「特に力を入れているもの」と「課題の大きいもの」をそれぞれ

３つ選び○をつけてください。 
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14 イベント活動の課題について（問 21） 

Ôȍɂɜȱǡ◖☺ȢȨȬȾƿ ǝƷÕÈ58-6ðÉƿ Ŭ Ǜ ǵ ǂ  ƷǚÔ ƿ ǝ

Ʒ ǚ◖☺ǊǙƷǾǡǚ ƿ ǀƷÕÈ54-1ðÉǛǝǖǙƷǾ¡ 

●町会のイベントや活動などの実施について、課題やお困りごとはありますか。（○はいくつでも） 

 

  

22.7 

69.7 

16.7 

24.2 

28.8 

10.6 

16.7 

7.6 

10.6 

25.8 

65.2 

18.2 

33.3 

27.3 

16.7 

19.7 

18.2 

10.6 

6.1 

3.0 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

イベントなどの開催ができない、回数がへってきている

イベントの運営スタッフが少ない

イベントに参加するゲストが少ない

イベントの時だけ参加する人が多く運営の負担となって

いる

イベントのコストが負担になっている

イベントの実施のみで終わっていて振り返りができてい

ない

イベントの時だけ手伝ってもらうなどの柔軟な運営がで

きていない

イベントの案内や情報発信が難しい、PRしたいがツール

がない

ポスター・チラシなどをデザイン（作成）できる人がい

ない

イベントを実施する場所が不足している

人数が少ない中で運営しているので負担が大きい

役割が固定化しており楽しめない

道路使用や食品衛生等の申請手続きが大変

毎年同じことを実施しマンネリ化している

企画や調整できる人がいない

記録（写真や動画）する人がいない

アンケートなどができておらず参加者のニーズがわから

ない

クレームなどの対応が大変である

その他

特に課題や困っていることはない

n=66
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15 特に重要な地域課題について（問 23） 

Ô ǡטּ ÕÈ58-5ðÉƿ Ŭ Ǜ ǵ ǂ  ƷǚÔ ǡ ǷȜɈɎȴȚ

ºȠɐɜǡ ÕÈ35-3ðÉ Ôטּ ╓ǡ↨ Ƿ ÕÈ26-6ðÉ Ô ╓ǡ ÕÈ23-7ðÉ

Ǜ ƷǙƷǾ¡ 

●現在、町会において、あなたが考える、特に重要な地域課題はどのようなことですか。（○は３つまで） 

 

 

16 町会の役割・存在意義について（問 24） 

Ô ȅטּ ǊǙƷǂǆǛÕÈ5/-8ðÉƿū ƻǛ ǵ ǂ  ƷǚÔ ╓ǡǗǝƿ

ǽǡ ǛǝǾǆǛÕÈ47-/ðÉ Ô ╢ǡ ȅ ǴǾǆǛÕÈ26-6ðÉ Ô ȅ ǽ 

ǞǗǝǅǾǆǛÕÈ20-8ðÉǛ ƷǙƷǾ¡ 

●町会の役割、存在意義として大切なことは何だとお考えですか。（○は３つまで） 

 

10.1 

37.7 

34.8 

17.4 

24.6 

11.6 

15.9 

1.4 

46.4 

17.4 

18.8 

2.9 

69.6 

5.8 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

ひとり暮らし高齢者

地域の安全対策や防犯

地域の防災

災害時の要援護者支援対策

子どもや青少年の育成

ごみの出し方や資源の持ち去りなど

来街者のポイ捨て対策など地域の美化

空き家の増加や空き家対策

住民同士の交流やコミュニケーションの希薄化

活動への協力・参加が少なく町会に対するニーズに対応できないこと

マンションに関する問題

外国人住民とのコミュニケーション

祭礼文化の継承

その他

n=69

58.0 

37.7 

31.9 

24.6 

21.7 

30.4 

8.7 

17.4 

4.3 

15.9 

60.9 

2.9 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

地域のつながりの基盤となること

会員の親睦を深めること

伝統を守り、次世代につなげること

地域が盛り上がる行事・イベントを行うこと

地域の安全を守ること

災害への備え、災害への対応を強化すること

暮らしやすい環境づくりを進めること

住民と行政との連携を進めること

地域内の調整役となること

地域の魅力・価値を高めること

祭礼文化を継承していくこと

その他

n=69
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17 これからの町会について（問 25） 

Ô ǞǢ  ǊƷ ǡ ǚǵ Ƿ ǊǙǂǿǾ Ǟ ¡ǊǙǵǼƷǒƷנּ ǊƷ ǫǡ ǀƾǄ

ȅ Ǌ ǐƹǊǒטּ ǡ ȅנּ Ǌ  ╢ ȅ ǷǊǒƷÕÈ55.9ðÉƿŪ ǣ ƻǛ ǵ ǂ 

ƷǚÔ Ƿטּ ǝǜǡ◖☺ȅ Ǌǒƹƻǚ  ǊƷ ǡ ǀƾǄȅǊǙƷǀǒƷÕÈ22.1ðÉ

ǛǝǖǙƷǾ¡ 

●青年部等として、これからの町会についてどのようにお考えですか。一番近いものを１つ選ん

でください。（○は１つ） 

 
町会内地域の全員
参加が理想なの

で、全員参加を目
指し町会をより良
いものにしたい 

町会には、新しい人の
中でも共感や賛同して
くれる人に参加しても
らいたい。新しい人へ
の働きかけを強化し、
そうした人の参加を促
し、会員数を増やした

い 
 
 

 
効率化や役割分担
などの運営を見直
したうえで、新し
い人の働きかけを

していきたい 

現状の中で、加入者
減や現状の活動を維
持できないのは仕方
ないと思っている。
これから縮小しなが
らも、なるべく運営
が持続できるように

したい 

 
現状の中で、加入
者減や現状維持で
きずに、このまま
町会活動が縮小し
ていくのもいたし

かたない 

 

 

18 祭礼文化継承の課題について（問 26） 

Ô ȅטּ ǌǾ ǡ ƿ ǝƷ ƷǝƷÕÈ44-8ðÉƿŪ ǣ ƻǛ ǵ

ǂ  ƷǚÔ ȅ ǚǀǾ ƿ ǝƷ ƷǝƷÕÈ30-1ðÉ Ô ǚƽ ǽǡ ǽȅ

ǖǙƷǾ ƿ ǝǂǝǖǙƷǾ ƷǝƷÕÈ28-6ðÉǛ ƷǙƷǾ¡ 

●祭礼文化を継承していくにあたり、課題となっていることは何ですか。特に課題に感じるもの

を３つまでお選びください。（○は３つまで） 

 

8.8%

55.9% 22.1%

10.3% 2.9%

(n=68)

2.9 

22.1 

39.7 

30.9 

41.2 

16.2 

0.0 

55.9 

19.1 

16.2 

5.9 

0 % 20 % 40 % 60 %

神輿の保管場所がない

神酒所や御仮屋の場所がない

町会内でお祭りの段取りを知っている者が少なくなっている、いない

町会内に神輿の担ぎ手が少ない、いない

役割を分担できる人が少ない、いない

サポートしてくれる人・団体等が少ない、いない

名目が「祭礼」だと企業の協力が得られない

祭礼文化を継承する次の世代が少ない、いない

祭礼文化の継承に関わる装束や飾りつけ等に経費がかかる

その他

特に課題に感じることはない

n=68
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19 祭礼参加の充実感・負担感について（問 28） 

ÔÔ Ǧ¤ Õȅƾǝǽ ǂ ǋǙƷǾÕÈ25.4ðÉǛÔÔ Ǧ¤ ÕȅǷǷ ǂ ǋǙƷ

ǾÕÈ20.9ðÉȅ ȂǎǒÖÔ Ǧ¤ Õƿ Ʒ×È46.3ðÉƿũ ǣ ƻǚƵǖǒ¡ 

╗ ǚ ÔÔ ÕȅǷǷ ǂ ǋǙƷǾÕÈ7.5ðÉǛÔÔ Õȅƾǝǽ ǂ ǋǙƷǾÕ

È9.0ðÉȅ ȂǎǒÖÔ Õƿ Ʒ×È16.5ðÉǢŦ ǣ ƻǚƵǖǒ¡ 

Ǳǒ ÔÔ Ǧ¤ ÕǛÔ Õƿ ǊǙƷǾǛ ǋǾÕÈ37.3ðÉǢŨ ǣ ƻǛǝ

ǖǙƷǾ¡ 

●青年部長として、祭礼への参加の「喜び・充実感」と「負担感」のバランスをどのように感じ

ていますか。一番近いものを１つ選んでください。（○は１つ） 

『「喜び・充実感」が強い』 「喜び・充実感」
と「負担感」が均
衡していると感じ

る 

『 「負担感」が強い』 

「喜び・充実感」
をかなり強く感じ

ている 

「喜び・充実感」を
やや強く感じている 

「負担感」をやや
強く感じている 

「負担感」をかな
り強く感じている 

 

 

20 行政からの依頼の負担感について（問 30） 

Ô Ǌ ȅ ǋǙƷǾÈ Ǣ ǝƷÉÕǛÔ Ǟ ǋǙƷǾÈ ȅ ǋǙƷǾÉÕǛÔ

Ǟ Ǟ ǋǙƷǾÈ ƿ ǀǂ ȅ ǌǾÉÕȅ ȂǎǒÖ Ǟ ǋǙƷǾ×È64.8ðÉ

Ǣū ǣ ǂǚƵǖǒ¡ 

╗ ǚ Ô Ǟ ȅ ǋǙƷǝƷÈǮǛȆǜ ǢǝƷÉÕÈ35.3ðÉǛǝǖǙƷǾ¡ 

●青年部には行政（区、国、都、その他警察や消防など）からさまざまな仕事や役割をお願いし

ています。これらについて、どの程度負担に感じておられますか。（○は１つ） 

『負担を感じていない』 『負担を感じている』 

特に負担を感じてい

ない（ほとんど問題

はない） 

少し負担を感じてい

る（問題は少ない） 

負担に感じている

（問題を感じてい

る） 

非常に負担に感じて

いる（問題が大きく

改善を要する） 

 

  

25.4% 20.9% 37.3%

7.5% 9.0%

(n=67)

35.3% 51.5% 11.8%

1.5%

(n=68)
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21 行政からの依頼で負担感の大きいものについて（問 31） 

Ô Ǟ Ǟ ǋǾǆǛǢǝƷÕÈ25-3ðÉƿŨ ǣ ƻǛ ǵ ǂ  ƷǚÔ≠╢

ǡ≠╢ǡ ¤ ǫǡ ÕÈ2/-2ðÉ Ô ǡȍɂɜȱǫǡ ÕÈ14-7ðÉ 

Ô ÕÈ14-7ðÉǛ ƷǙƷǾ¡ 

●行政から依頼される仕事・役割のうち、特に負担が大きく、仕事量の軽減や実施方法を改善すべきだと思

うものは何ですか。特に負担が大きいとお感じになるものを３つまで記入してください。（○は３つまで） 

 

 

22 町会加入促進について行政がすべき支援や協力について（問 33） 

ÔɇɜȠɐɜǞ ǊǙ Ǟ ǌǾ ȅ Ǵǒǽ Ǟ ǴǒǽǌǾǆǛǡɔºɔ

╗ÕÈ36-7ðÉ Ôטּ ∙ ǡɇɜȠɐɜ Ǟ Ǌ Ǟ נּ ǞǗƷǙ ȅǌǾ

ǆǛǡɔºɔּטÕÈ36-7ðÉƿũ ǣ ƻǛ ǵ ǂ  ƷǚÔ ǫǡּנ Ƿ נּ

ȅ ǌǾǒǴǡ ǝ ⱱÕÈ30-7ðÉǛǝǖǙƷǾ¡ 

●町会加入の促進について行政はどのような支援や協力をすべきだと思いますか。青年部等とし

て特に重要だと思うものを３つまで選んでください。（○は３つまで） 

 

30.3 

24.2 

25.8 

10.6 

10.6 

25.8 

1.5 

36.4 

0 % 20 % 40 %

委員会等会議体の委員の就任・会議への出席

推薦依頼を受けたときの調整

区主催のイベントへの出席

選挙や清掃、防災事業等への参加

各種募金の協力・呼び掛け

各種調査回答

その他

特に課題に感じることはない

n=66

41.8 

19.4 

37.3 

22.4 

47.8 

19.4 

47.8 

9.0 

3.0 

0 % 20 % 40 % 60 %

町会への加入や活動参加を促進するための財政的な支援

町会の加入や活動参加を促進するための物的な支援

区の広報などによる町会参加の機運の醸成

町会活動やイベントの広報・周知の支援

マンションに対して町会活動に対する理解を深めたり協

力に努めたりすることのルール化

マンションに対し町会との連絡先を報告することを義務

付けることのルール化

一定規模以上のマンション開発に対し事前に町会加入等

について協議をすることのルール化

その他

特に行政が支援や協力すべきことはない

n=67
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23 町会活動や運営に対して行政がすべき支援や協力について（問 32） 

Ô Ǟ ǌǾ ǝ ⱱÕÈ45-6ðÉƿŪ ǣ ƻǛ ǵ ǂ  Ʒǚ

Ô ǫǡ ǀǡ ÕÈ14-3ðÉ Ôטּ Ǜ ǡ Ƿ Ǜǡ ¤ ǡȜºȰ

ȌȶºȱÕÈ11-3ðÉǛǝǖǙƷǾ¡ 

●町会の活動や運営に対して行政はどのような支援や協力をすべきだと思いますか。青年部等と

して特に重要だと思うものを３つまで選んでください。（○は３つまで） 

 

 

  

56.7 

14.9 

17.9 

6.0 

22.4 

14.9 

1.5 

1.5 

7.5 

17.9 

1.5 

14.9 

7.5 

19.4 

25.4 

6.0 

11.9 

1.5 

0 % 20 % 40 % 60 %

各種事業実施に対する財政的な支援

町会会館や掲示板等の維持管理に対する財政的な

支援

活動場所（町会会館等）確保のための支援

チラシやポスター制作時のデザインの支援

町会と他の団体や事業者との協力・協働のコー

ディネート

地域課題に関して区からの情報提供や相談などの

充実

町会法人化の支援

行政書士、弁護士、会計士等の専門家による支援

専門家による町会運営の課題の整理や新しい方法

の導入支援

町会運営の効率化のためのデジタルツールの導入

支援・運用支援

町会運営のノウハウや事例等を掲載したハンド

ブックの作成やウェブサイトの構築

他町会の取組や好事例の紹介

町会活動支援のための人材紹介支援

次世代の担い手の人材育成

区への事務手続きの簡略化

出張所機能の強化

その他

特に行政が支援や協力すべきことはない

n=67
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